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コ ラ ラ ン ッム イ ナ プ
トラック運送事業者のための経営のヒント【中小でも週休３日正社員制を導入】…２面／ここま
で来た天然ガストラック新時代【荷主からみた環境への取り組みに対する必需性と天然ガスト
ラックの活用】…３面／食の新旧街道を行く【西イチグルメの旅③広島『はぶて焼き』丼】…７面

輸送量 前年同月比

トラック
特別積合せ（千トン） 5,871 101.5%

一　般 ― 103.1%
宅配便（千個） 358,590 101.8%

輸送統計
平成29年11月分
▶国土交通省調べ

交通事故統計 事業用貨物自動車の死亡事故件数
大型 普通・準中型・中型 計
117

（＋9）
153

（＋3）
270

（＋12）

交通事故死者数（人）
12月31日現在 2月14日現在

3,694
（−210）

435
（＋22）

全国の死亡
事故件数

3,630
（−160）

平成29年12月末
事業用トラック第1当事者死亡事故件数
軽貨物は除く。（  ）内は前年同月比増減数
▶警察庁調べ

今号に掲載した記事の関連資料と
関連HPへは全ト協HPバナーから
アクセスできます。

▼全ト協会員専用ページのパスワード▼

2/15〜3/14  7199
3/15〜4/14  3450

２・３
・�トラック協会ニュース
・�官公庁ニュース（国交省等）

4・5
＜輸送効率化特集①＞
［寄稿］
（株）日通総合研究所�大島弘明氏

6・7
＜輸送効率化特集②＞
　��・トラック隊列走行実証実験レポート

８ ・��「健康職場づくり」事業者訪問
　　㈱北関東運輸（栃木県）

同社では「健康経営優良法人」認定を
取得している

「
ト
ラ
ッ
ク
、
陸
運
の
王
座
に
」

（
昭
和
42
年
８
月
２
日
）

　

戦
前
に
お
け
る
ト
ラ
ッ
ク

輸
送
は
︑あ
く
ま
で
鉄
道
（
国

鉄
）
の
補
助
的
輸
送
が
中
心

で
あ
っ
た
︒
第
二
次
世
界
大

戦
が
終
わ
っ
た
昭
和
20
年
代

前
半
に
か
け
て
も
︑
貨
物
輸

送
の
主
軸
は
鉄
道
で
あ
っ
た

が
︑
経
済
復
興
を
成
し
遂
げ

る
た
め
に
は
鉄
道
輸
送
だ
け

で
は
不
十
分
で
あ
り
︑
機
動

力
を
も
つ
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
へ
の

期
待
が
高
ま
っ
た
︒

　

30
年
代
以
降
︑
我
が
国
で

は
高
度
経
済
成
長
期
を
迎

え
︑
特
に
機
械
工
業
が
発
展

し
た
︒
そ
れ
か
ら
発
生
し
た

貨
物
需
要
が
ト
ラ
ッ
ク
輸
送

指
向
の
強
い
性
格
を
も
つ
こ

と
か
ら
︑
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
が

大
き
く
発
展
す
る
基
盤
と
な

っ
た
︒
一
方
︑
鉄
道
輸
送
で

は
貨
車
と
線
路
容
量
の
不
足

が
表
面
化
し
た
︒
30
年
代
に

か
け
て
道
路
整
備
が
進
む
に

つ
れ
︑
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
は
大

き
く
伸
長
︒
ト
ラ
ッ
ク
輸
送

は
鉄
道
の
補
助
的
地
位
か
ら

脱
却
し
︑
基
幹
的
な
輸
送
手

段
と
し
て
着
実
に
地
盤
を
固

め
て
い
っ
た
︒

　
﹃
ト
ラ
ッ
ク
時
報
﹄（
昭
和

42
年
8
月
2
日
号
）
に
よ
る

と
︑
運
輸
省
（
現
・
国
土
交

通
省
）
が
ま
と
め
た
41
年
度

の
国
内
貨
物
輸
送
統
計
で

は
︑
国
内
貨
物
輸
送
ト
ン
キ

ロ
に
お
い
て
︑
ト
ラ
ッ
ク
は
６

４
９
億
１
４
０
０
万
㌧
㌔
︑

国
鉄
は
５
４
９
億
１
５
０
０

万
㌧
㌔
と
な
り
︑
ト
ラ
ッ
ク

は
つ
い
に
鉄
道
輸
送
を
抜
き

去
っ
た
︒

　

紙
面
で
は
︑
大
き
な
見
出

し
で
﹁
陸
運
の
王
座
﹂
を
強

調
し
︑
ト
ラ
ッ
ク
の
時
代
の

幕
開
け
を
広
く
伝
え
た
︒

（
紙
面
は
『
ト
ラ
ッ
ク
時
報
』
昭
和

42
年
８
月
２
日
号
１
面
）

『
機
関
紙
』は
こ
う
伝
え
た

第２回
　

平
成
30
年
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

設
立
70
周
年
を
迎
え
ま
す
︒
こ
れ
ま
で
の

70
年
の
歴
史
の
中
に
は
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

界
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
様
々
な
ト
ピ

ッ
ク
が
あ
り
ま
し
た
︒

　

本
企
画
で
は
︑﹃
ト
ラ
ッ
ク
時
報
﹄﹃
ト

ラ
ッ
ク
輸
送
情
報
﹄﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
な

ど
︑
全
ト
協
の
歴
代
機
関
紙
の
記
事
の
中

か
ら
︑
様
々
な
ト
ピ
ッ
ク
を
取
り
上
げ
て

い
き
ま
す
︒

　

第
２
回
目
と
な
る
今
回
は
︑
昭
和
42
年

8
月
2
日
号
に
掲
載
さ
れ
た﹁
ト
ラ
ッ
ク
︑

陸
運
の
王
座
に
﹂
に
つ
い
て
︑
当
時
の
全

ト
協
機
関
紙
﹃
ト
ラ
ッ
ク
時
報
﹄
か
ら
振

り
返
り
ま
す
︒ 70

周
年
記
念
連
載

全ト協

　

同
補
助
金
は
︑
国
土
交
通

省
の
平
成
29
年
度
第
１
次
補

正
予
算
に
よ
り
︑﹁
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
の
働
き
方
改
革
推

進
事
業
﹂
と
し
て
実
施
さ
れ

る
も
の
︒
全
ト
協
が
同
事
業

の
執
行
団
体
と
な
る
︒

　

テ
ー
ル
ゲ
ー
ト
リ
フ
タ
ー

を
導
入
し
た
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
者
に
対
し
︑
購
入
費
用

の
一
部
（
補
助
率
＝
通
常
価

格
の
６
分
の
１
以
内
）
を
補

助
す
る
︒

　

補
助
の
対
象
と
な
る
機
器

は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

が
29
年
12
月
22
日
～
30
年
３

月
31
日
に
導
入
し
た
テ
ー
ル

ゲ
ー
ト
リ
フ
タ
ー
︒

　

全
ト
協
が
定
め
た
型
式
等

で
（
該
当
す
る
型
式
等
は
全

ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照

の
こ
と
）︑
未
使
用
の
テ
ー
ル

ゲ
ー
ト
リ
フ
タ
ー
を
新
た
に

導
入
し
た
場
合
に
限
り
︑
補

助
の
対
象
と
な
る
︒
そ
の
た

め
︑
中
古
品
の
テ
ー
ル
ゲ
ー

ト
リ
フ
タ
ー
を
導
入
し
た
場

合
︑
テ
ー
ル
ゲ
ー
ト
リ
フ
タ

ー
装
着
済
み
の
中
古
車
を
導

入
し
た
場
合
︑
あ
る
い
は
装

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

２
月
８
日
︑
各
都
道
府
県
ト

着
済
み
の
テ
ー
ル
ゲ
ー
ト
リ

フ
タ
ー
を
未
使
用
の
も
の
と

付
け
替
え
た
場
合
は
︑
い
ず

れ
も
補
助
対
象
に
な
ら
な
い
︒

　

補
助
額
は
︑
後
部
格
納
式

・
床
下
格
納
式
が
１
台
当
た

り
20
万
円
︑
ア
ー
ム
式
・
垂

直
式
が
同
10
万
円
︒
補
助

上
限
台
数
は
１
事
業
者
に
つ

ラ
ッ
ク
協
会
に
対
し
︑

大
型
車
等
へ
の
タ
イ

ヤ
チ
ェ
ー
ン
装
着
を

呼
び
か
け
た
︒

　

記
録
的
な
豪
雪
に

見
舞
わ
れ
て
い
る
北

陸
地
方
に
お
い
て
︑

２
月
５
日
か
ら
の
大

雪
の
た
め
︑
北
陸
自

動
車
道
を
通
行
止
め

に
し
て
集
中
除
雪
を

行
い
︑
同
７
日
に
全

線
で
通
行
を
再
開
し

た
と
こ
ろ
︑
タ
イ
ヤ

チ
ェ
ー
ン
を
装
着
し

て
い
な
か
っ
た
大
型

車
が
上
り
坂
で
自
力

き
２
台
（
Ｇ
マ
ー
ク
取
得
事

業
者
は
３
台
）︒
な
お
︑
交

付
決
定
は
申
請
者
が
定
め
た

１
台
目
の
申
請
を
優
先
し
て

行
う
た
め
︑
申
請
者
は
複
数

台
を
同
時
申
請
す
る
場
合

は
︑
申
請
時
に
補
助
額
が
高

い
も
の
か
ら
順
に
１
台
目
︑

２
台
目
と
定
め
て
申
請
を
行

う
必
要
が
あ
る
︒
ま
た
︑
１

台
目
の
申
請
額
の
合
計
が
予

算
額
２
億
円
を
超
過
し
た
場

合
は
︑
予
算
の
範
囲
内
に
お

い
て
︑
抽
選
に
よ
り
決
定
を

行
う
︒
こ
の
た
め
︑
複
数
台

申
請
し
た
場
合
で
も
１
台
目

か
ら
抽
選
と
な
り
補
助
金
が

交
付
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
る
︒ 　

申
請
は
︑
原
則
と
し
て
申

請
書
類
の
全
ト
協
へ
の
郵
送

（
書
留
郵
便
）
に
よ
り
受
け

付
け
る
︒
申
請
受
付
期
間
は

２
月
20
日
～
３
月
９
日
ま
で

（
同
日
ま
で
の
消
印
有
効
）︒

　

な
お
︑
申
請
に
関
す
る
詳

細
は
全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
参
照
の
こ
と
︒

テ
ー
ル
ゲ
ー
ト
リ
フ
タ
ー
導
入

    

補
助
金
申
請
を
受
付

記録的な大雪に見舞われ、国道8号で立ち往生した車の列。自衛
隊などによる除雪が続けられた＝2月8日午後、福井県あわら市（写
真提供・共同通信社）

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
2
月
20
日
～
３

月
9
日
ま
で
︑﹁
テ
ー
ル
ゲ
ー
ト
リ
フ
タ
ー
導

入
に
対
す
る
補
助
金
﹂
の
申
請
を
受
け
付
け

る
︒
補
助
事
業
の
実
施
に
よ
り
︑
テ
ー
ル
ゲ

ー
ト
リ
フ
タ
ー
を
活
用
し
た
荷
役
作
業
の
効

率
化
（
荷
役
時
間
の
短
縮
・
荷
役
負
担
の
軽

減
）
を
促
進
す
る
こ
と
で
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
界
に
お
け
る
労
働
生
産
性
の
向
上
・
多
様

な
人
材
の
確
保
を
図
り
︑﹁
働
き
方
改
革
﹂

を
推
進
し
て
い
く
︒

荷役作業の効率化を促進
平成 29 年度第 1次補正予算・働き方改革推進事業

予
算
額
２
億
円
、
受
付
は
2
月
20
日
〜
3
月
9
日
ま
で

全
ト
協
が
事
業
執
行
団
体

走
行
不
能
と
な
り
︑
そ
の
後

方
が
滞
留
す
る
事
態
が
発
生
︒

　

こ
れ
を
受
け
︑
中
日
本
高

速
道
路
㈱
が
全
ト
協
に
対

し
︑
北
陸
道
を
通
行

す
る
大
型
車
へ
の
タ

イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
装
着

を
要
請
し
た
も
の
︒

　

全
ト
協
で
は
︑
立

ち
往
生
や
交
通
事

故
︑
ス
リ
ッ
プ
な
ど

に
よ
っ
て
道
路
や
物

流
が
滞
る
こ
と
の
な

い
よ
う
︑
降
雪
地
域

を
運
行
す
る
際
に
は

必
ず
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー

ン
を
携
行
す
る
な

ど
︑
雪
道
対
策
を
万

全
に
整
え
る
よ
う
周

知
徹
底
を
図
っ
て
い

る
︒

（
3
面
に「
雪
道
対
策
」を
掲
載
）

補
助
対
象
（
購
入
期
間
）
は

平
成
29
年
12
月
22
日
〜
30
年
３
月
31
日

補 助 額 補助上限台数

アーム式 10 万円 1 事業者につき2 台
（ただし、G マーク取得事
業者は 3 台）

（補助対象事業者が自
動車リース事業者の場合
は、借り受ける運送事業
者につき上記台数）

垂直式 10 万円

後部格納式 20 万円

床下格納式 20 万円

チ
ェ
ー
ン
装
着
呼
び
か
け

大
型
車
等
へ
の
タ
イ
ヤ

全ト協

 北陸地方の豪雪受け



（2）第2102号（第3種郵便物認可）平成30年（2018年）2月15日

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

N
ew

s 2018.2.1—2.15

法
令
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト ～警音器編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶  警笛区間の標識のある区間内であれば、どこで警音器を鳴らして
もよい。（ ○・× ）

❷  標識等で警音器の使用が定められている場所以外では、危険を避
けるためのやむを得ない場合を除いて、警音器を使用してはなら
ない。　（ ○・× ）

❸  「警笛鳴らせ」の標識があるところでは、必要に応じて警音器を
使用する。（ ○・× ）

❹  霧のときは、危険防止のために必要に応じて警音器を使用する。
（ ○・× ）

❺  対向車と正面衝突のおそれが生じたときは、警音器とブレーキを
同時に使い、できる限り左側によける。（ ○・× ）

（解答は７面）

物流ジャーナリスト　森田 富士夫

　
﹁
働
き
方
改
革
﹂
関
連
法
案
が

国
会
で
審
議
さ
れ
て
い
る
︒
い
う

ま
で
も
な
く
﹁
働
き
方
改
革
﹂
は

業
界
に
と
っ
て
大
き
な
テ
ー
マ
だ

が
︑
そ
れ
を
実
現
す
る
に
は
発
想

の
転
換
が
必
要
だ
︒
経
営
者
や
管

理
者
は
︑﹁
働
き
方
改
革
﹂
で
は

な
く
﹁
働
か
せ
方
改
革
﹂
と
認
識

す
べ
き
で
あ
る
︒そ
う
し
な
い
と
︑

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
と
は
こ
の
よ
う

な
も
の
だ
︑
と
い
う
﹁
常
識
﹂
か

ら
の
脱
却
が
で
き
な
い
か
ら
だ
︒

　

保
有
車
両
数
が
53
台
で
︑
自
己

資
本
比
率
が
70
％
と
い
う
中
小
事

業
者
が
い
る
︒
同
社
で
は
﹁
人
に

仕
事
を
割
り
振
る
の
で
は
な
く
︑

人
に
仕
事
を
合
わ
せ
る
﹂
と
い
う

考
え
方
を
し
て
い
る
︒
募
集
も
ピ

ス
ト
ン
輸
送
︑
長
距
離
︑
中
距
離

と
分
け
て
い
る
︒
例
え
ば
複
数
の

配
送
先
を
組
み
合
わ
せ
た
配
送
業

務
で
も
︑
複
数
コ
ー
ス
・
ラ
イ
ト

（
時
間
優
先
）︑
同
・
ノ

ー
マ
ル（
標
準
）︑
同
・

ヘ
ビ
ー（
収
入
優
先
）

を
設
定
︒
そ
れ
ぞ
れ
１

週
間
の
配
送
コ
ー
ス
の

組
み
合
わ
せ
と
作
業
内

容
︑
標
準
的
な
就
業
時

間（
何
時
か
ら
何
時
ま

で
）︑
休
日
︑
変
形
の

年
単
位
時
間
︑
コ
ー
ス

ご
と
の
賃
金（
税
込
み
・
諸
手

当
な
ど
を
含
む
）な
ど
を
明
示

し
て
い
る
︒
働
き
た
い
コ
ー

ス
ご
と
に
応
募
で
き
る
よ
う

な
募
集
だ
︒

　

こ
れ
は
﹁
応
募
す
る
側
は
︑

働
く
中
身
が
分
か
ら
な
い
と
不

安
︒
自
分
が
応

募
す
る
側
に
な

れ
ば
︑
必
要
な

情
報
は
働
く
イ

メ
ー
ジ
が
湧
く

こ
と
﹂
と
い
う

考
え
に
基
づ
い

て
い
る
︒
そ
の

よ
う
な
こ
と
か

ら
︑
一
昨
年
ま

で
は
採
用
で
困

ら
な
か
っ
た
︒

だ
が
︑
昨
年
か

ら
少
し
難
し
く

な
っ
て
き
た
︒

そ
こ
で
︑
働
き

や
す
さ
を
さ
ら

に
進
め
た
の

が
︑
変
形
労
働
制
に
よ
る
週
休

３
日
と
週
休
４
日
の
正
社
員
制

度
で
あ
る
︒

　

こ
の
募
集
は
︑
昨
年
12
月
23

日
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
求
人

サ
イ
ト
﹁
イ
ン
デ
ィ
ー
ド

（Indeed

）﹂に
ア
ッ
プ
し
た
︒

取
材
し
た
の
は
１
月
中
旬
な
の
で
︑

１
か
月
に
満
た
な
い
が
（
そ
の
間

に
は
年
末
年
始
も
あ
る
）︑
す
で

に
20
人
の
応
募
者
が
あ
り
︑
取
材

時
点
で
は
そ
の
う
ち
の
５
人
を
採

用
し
て
い
た
︒
週
休
３
日
で
入
社

し
た
ド
ラ
イ
バ
ー
の
１
人
は
︑
介

護
を
要
す
る
家
族
を
抱
え
て
い

る
︒
そ
の
よ
う
な
条
件
下
で
週
休

３
日
は
働
き
や
す
い
︒
そ
こ
で
昨

年
暮
れ
に
応
募
し
て
採
用
に
な

り
︑
１
月
の
仕
事
始
め
か
ら
入
社

し
た
︒
と
こ
ろ
が
﹁
週
に
３
日
も

休
ん
で
正
社
員
で
良
い
の
だ
ろ
う

か
﹂
と
本
人
の
方
が
躊
躇
し
た
と

い
う
の
で
笑
っ
て
し
ま
っ
た
︒

　

週
休
３
日
な
ら
変
形
労
働
制
で

１
日
の
労
働
時
間
は
10
時
間
︑
週

休
４
日
な
ら
１
日
13
時
間
で
あ
る
︒

１
日
13
時
間
は
基
本
的
に
は
労
働

時
間
の
リ
ミ
ッ
ト
な
の
で
︑
残
業

が
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
︒
も

ち
ろ
ん
︑
そ
れ
だ
け
多
数
の
ド
ラ

イ
バ
ー
が
必
要
に
な
る
た
め
︑
法

定
福
利
費
な
ど
を
含
め
る
と
人
件

費
総
額
は
増
加
す
る
︒
だ
が
︑
働

き
や
す
い
条
件
を
整
え
る
こ
と
で

雇
用
の
枠
を
拡
大
で
き
る
︒

　

一
方
︑
こ
れ
か
ら
は
時
間
外
労

働
の
上
限
規
制
が
よ
り
厳
し
く
な

る
︒
経
営
的
に
は
﹁
働
か
せ
方
改

革
﹂
に
ほ
か
な
ら
な
い
︒

第
203
回

中小でも週休３日正社員制を導入

あおり運転には厳しい処分!!
〔第73回〕

　先月の半ば、警察庁から「あおり運転」等の悪質・危険な運転に
対する厳正な対処に関する通達が出されました。これを受けて、テ
レビや新聞などでは「あおり運転、厳罰化」「あおり運転、一発免
停」などの言葉が目立ちました。ＡさんとＢさんも、「あおり運転」
等に対する処分の強化には強い関心をもっています。

●強化される取締り
Ｂさん「あおり運転をすると、処分が厳しくなるっていうけど、『あ

おり運転』という違反行為があったかな」
Ａさん「『あおり運転』という違反行為はないけど、前を走る車を

あおるなど他車の通行の妨害を目的とする運転に対して
は、下の表にあるように、様々な道路交通法の条文を適用
して、取締りを強化するということだよ」

Ｂさん「そういうことか。『前方の自動車に激しく接近し、もっと
速く走るよう挑発する』なんて、まさにあおり運転だけど、
そんなことをしたら『車間距離保持義務違反』で摘発され
るわけだ」

Ａさん「車体がデカいからといって強引な進路変更をすると、『後
方から進行してくる車両等が急ブレーキや急ハンドルで避
けなければならなくなるような進路変更を行う』に該当
し、『進路変更禁止違反』で捕まることになる」

●あおり運転は一発免停?!
Ｂさん「取締りが強化されるのは分かったし、当然のことだと思う

けど、『あおり運転は一発免停』というのがよく分からな
い。下の表にある違反は、どれも一発で免停になるような
点数ではないしね」

Ａさん「確かにそうだけど、通達によると『あおり運転等に暴行罪
等が適用される場合、又はあおり運転等に起因し暴行、傷
害、脅迫、器物損壊等が伴う場合には、点数制度による処
分に至らなくとも、自動車等を運転することが著しく道路
における交通の危険を生じさせるおそれが認められると
きは、危険性帯有に係る行政処分を積極的に行うこと』と
ある。つまり、違反点数による免停ではなく、『危険性帯
有者』と見なされて免停になるということだよ」

Ｂさん「『危険性帯有者』って……?」
Ａさん「平たくいえば、車を運転すれば事故などの危険を発生させ

る可能性が非常に大きい者ということだね。例えば、車内
に危険ドラッグを所持していると、その時、危険ドラッグ
を使用していなくても『危険性帯有者』として免停処分を
受ける可能性があるし、過労運転や過積載を下命・容認し
た場合、下命・容認した営業所長とか運行管理者が『危険

性帯有者』として免停処分を受けることもある。この場
合、６か月を超えない範囲内での免停となっている」

Ｂさん「だから、『一発免停、最大180日』といわれるわけか」
Ａさん「そういうことだよ。ともかく、『あおったり強引な進路

変更をしても捕まりはしないだろう』と甘く考えてはい
けない。あおり運転などの悪質・危険な運転は決して
見逃さず、どんどん取り締まるってことだからね」

車間距離保持義務違反！

前方の自動車に激しく接近し、もっと速く走るよう挑発する

追越しの方法違反（法第28条） 

進路変更禁止違反（法第26条の2第2項）

急ブレーキ禁止違反（法第24条） 

車間距離保持義務違反（法26条）

車体を極めて接近させる幅寄せ行為を行う

執拗にクラクションを鳴らす

夜間、他の車両の交通を妨げる目的でハイビームを継続する

左側から追い越す

後方から進行してくる車両等が、急ブレーキや急ハンドルで
避けなければならなくなるような進路変更を行う

危険防止を理由としない、不必要な急ブレーキをかける

安全運転義務違反（法第70条） 
初心運転者等保護義務違反（法第71条第5号の4）

警音器使用制限違反（法第54条第2項） 

減光等義務違反（法第52条第2項）

運転の態様（例） 違反の種別（道路交通法）

【妨害を目的とする運転の態様と違反の種別】

しつよう

『 』に関する主な意見
・記事の内容が勉強・参考になる。
・他社の取り組み事例が参考になる。
・業界の動向が分かり、大変参考になる。
・いつも楽しみに読んでいる。
・社内で活用し、役に立っている。
・「法令◯×クイズ」「安全運転教室」等のコラムを社内のミーティングで活用してい
る。

・「危険予知訓練（KYT）シート」を社内の安全教育に利用している。
・今後も良い紙面づくりを期待している。
・内容や文章が良い。
・文章が分かりやすく、まとまりが良い。
・重点部分の色分けを、もう少し読みやすくしてほしい。
・ドライバーでも読みやすく、そのまま掲示板に貼れる一面などがあればよいと思う。
・「タイヤケア」、「危険予知訓練（KYT）シート」、「安全運転教室」等のコラムを安
全教育に活用するため、PDF等でダウンロードできるようにしてほしい。

・労務管理、運行管理について詳しく掲載してほしい。
・生産性向上など、もっと経営に関することを掲載してほしい。

　このほど実施した機関紙『広報とらっく』
読者アンケートについては、１,624人の方
から回答をいただきました。
　アンケートの結果、「よく読む」と回答され
た方は６割を超え、「時々読む」と答えた方
と合わせて、閲読率は今回も9割を超えまし
た（有効回答数1,605）。
　また、多くの方から貴重なご意見をいただ
きました。今回のアンケート結果を基に、一
層の紙面充実に努めてまいります。

９割を超える閲読率に

読者アンケート結果
「広報とらっく」閲読状況

時々読む
29.8％
（478）

あまり読まない
2.9％（46）

まったく読まない
0.3％（5）

※グラフ中の（　）内は人数

（有効回答数1,605）

よく読む
67.0％
（1,076）

　

第
12
回
運
輸
事
業
振
興
助

成
交
付
金
出
捐
金
事
業
評
価

機
関
会
議
（
委
員
長
・
杉
山

武
彦（
公
財
）高
速
道
路
調

査
会
理
事
長
）
が
︑
２
月
８

日
に
行
わ
れ
た
︒

　

こ
れ
は
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ

ク
協
会
が
実
施
し
て
い
る
出

捐
金
事
業
の
効
果
的
・
効
率

的
な
実
施
お
よ
び
同
事
業
の

透
明
性
の
確
保
を
図
る
た

め
︑
同
事
業
に
つ
い
て
目
標

設
定
等
を
行
っ
た
上
で
︑
公

平
か
つ
客
観
的
に
評
価
を
実

施
す
る
も
の
︒
今
回
は
︑
平

成
28
年
度
に
お
け
る
同
事
業

に
係
る
評
価
を
実
施
し
た
︒

　

評
価
対
象
事
業
項
目
と
評

価
結
果
は
次
の
通
り
︒

　

輸
送
の
安
全
の
確
保
①

（
交
通
事
故
防
止
）＝
Ａ
︑

同
②（
労
災
事
故
防
止
）＝

Ｂ
︑
同
③（
健
康
起
因
事
故

防
止
）＝
Ａ
︑
環
境
の
保
全

（
Ｃ
Ｏ
２
削
減
）＝
Ｂ
︑
事
業

適
正
化
①（
巡
回
指
導
）＝

Ａ
︑
同
②（
安
全
性
評
価
事

業
）＝
Ａ
︑
輸
送
サ
ー
ビ
ス

改
善
・
向
上
①（
輸
送
相
談

・
引
越
優
良
認
定
）＝
Ａ
︑

同
②（
資
金
融
通
支
援
）＝

Ａ
︑
災
害
時
緊
急
輸
送
体
制

の
整
備
＝
Ａ

　

な
お
︑
現
在
の
中
期
目
標

期
間
が
29
年
度
で
終
了
す
る

こ
と
か
ら
︑
次
期
（
30
～
32

年
度
）
中
期
目
標
に
つ
い
て

説
明
を
行
っ
た
ほ
か
︑
30
年

度
事
業
計
画
（
案
）
に
つ
い

て
も
説
明
を
行
っ
た
︒

平
成
26
年
４
月
調
査
以
来

　
　

 

の
プ
ラ
ス
圏
に
回
復

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
景
況
感

29
年
10
〜
12
月
期

　　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

２
月
９
日
︑
平
成
29
年
10
～

12
月
期
の
景
況
感
（
速
報
）

を
発
表
し
た
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
で
は
︑

燃
料
価
格
上
昇
や
労
働
力
不

足
等
に
よ
る
コ
ス
ト
増
加
の

影
響
を
受
け
︑
経
常
損
益
は

や
や
悪
化
し
た
も
の
の
︑﹁
一

般
貨
物
﹂
で
は
︑
輸
送
数
量

お
よ
び
運
賃
・
料
金
の
水
準

が
堅
調
に
推
移
︒﹁
宅
配
貨

物
﹂
で
は
︑
運
賃･

料
金
の

水
準
が
回
復
基
調
で
推
移
し

た
︒

　

そ
の
結
果
︑
景
況
感
の
判

断
指
標
は
前
回
の
マ
イ
ナ
ス

12
・
７
か
ら
14
・
９
ポ
イ
ン

ト
改
善
し
て
２
・
２
と
な
り
︑

26
年
４
月
調
査
以
来
の
プ
ラ

ス
圏
に
回
復
し
た
︒

　

な
お
︑
今
後
の
見
通
し
と

し
て
は
︑
燃
料
価
格
上
昇
や

運
転
者
の
人
材
不
足
等
が
継

続
し
て
影
響
す
る
こ
と
か

ら
︑
経
常
損
益
は
悪
化
傾
向

と
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る

た
め
︑
今
回
か
ら
７
・
７
ポ

イ
ン
ト
悪
化
し
︑マ
イ
ナ
ス
５

・
５
と
な
る
見
込
み
︒

平
成
30
年
度
事
業
計
画
案

　
　
　
　

 　
な
ど
を
承
認

第
62
回
広
報
委
員
会

　

２
月
７
日
︑
第
62
回
広
報

委
員
会（
小
林
和
男
委
員
長
）

が
開
催
さ
れ
た
︒

　

冒
頭
︑小
林
委
員
長
は﹁
昨

年
来
︑
い
わ
ゆ
る
﹃
ヤ
マ
ト

シ
ョ
ッ
ク
﹄
に
端
を
発
し
︑

物
流
︑
特
に
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
の
重
要
性
が
か
つ
て
な

い
ほ
ど
に
認
知
さ
れ
て
き
た
︒

そ
う
し
た
中
で
︑
さ
ら
に
そ

の
責
任
を
自
覚
し
な
が
ら
広

報
活
動
を
展
開
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂
と
あ
い

さ
つ
︒

　

議
事
で
は
︑
平
成
29
年
度

事
業
の
進
捗
状
況
や
30
年
度

の
事
業
計
画
案
等
に
つ
い
て

審
議
し
︑
い
ず
れ
も
原
案
通

り
承
認
し
た
︒

　

30
年
度
の
事
業
計
画
で

は
︑
新
規
事
業
と
し
て
︑
高

等
学
校
新
卒
者
等
を
中
心
と

し
た
若
年
労
働
力
確
保
の
た

め
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
制
作
や
︑
全

日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
創
立

70
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ

て
の
記
念
誌
の
制
作
な
ど
を

実
施
す
る
こ
と
と
し
た
︒

平
成
28
年
度
出
捐
金
事
業
に

　

 
つ
い
て
実
績
評
価
を
実
施

評
価
機
関
会
議

（
２
月
15
日
〜
２
月
28
日
）

▽
２
月
15
日

・
第
47
回
適
正
化
事
業
委
員
会

▽
２
月
16
日

・
第
１
１
０
回
交
通
対
策
委
員

会
▽
２
月
22
日

・
平
成
29
年
度
青
年
部
会
全
国

大
会

・
第
47
回
環
境
対
策
委
員
会

▽
２
月
23
日

・
第
10
回
経
営
改
善
・
情
報
化

委
員
会

▽
２
月
26
日

・
第
43
回
物
流
政
策
委
員
会

▽
２
月
28
日

・
第
９
回
労
働
安
全
・
衛
生
委

員
会

Ｔ
Ｓ
（
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）情
報

浴
室
・
女
子
シ
ャ
ワ
ー
・

コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
が
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル

矢
板
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

矢
板
Ｔ
Ｓ
は
︑
２
月
21
日

㈬
に
浴
室
・
女
子
シ
ャ
ワ
ー

・
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
す
る
︒

　

な
お
︑
仮
設
コ
イ
ン
ラ
ン

ド
リ
ー
・
仮
設
シ
ャ
ワ
ー
に

つ
い
て
は
︑
２
月
19
日
㈪
・

20
日
㈫
の
２
日
間
︑
機
器
入

れ
替
え
等
に
伴
い
休
業
す
る
︒

　

１
月
31
日
に
一
部
改
正
・

公
布
と
な
っ
た
︑
標
準
引
越

運
送
約
款
・
標
準
貨
物
軽
自

動
車
引
越
運
送
約
款
・
標
準

貨
物
自
動
車
利
用
運
送
（
引

越
）
約
款
に
つ
い
て
︑
国
土

交
通
省
で
は
今
後
︑
標
準
引

越
運
送
約
款
に
係
る
Ｑ
＆
Ａ

な
ど
を
公
表
し
︑
解
釈
を
示

す
こ
と
と
し
た
︒

　
﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
平
成

30
年
２
月
１
日
号
６
面
で
掲

載
し
た
﹁﹃
改
正
標
準
引
越

運
送
約
款
﹄
公
布
︑
６
月
１

日
に
施
行
へ
﹂の
中
で
は
︑﹁
荷

物
の
滅
失
ま
た
は
き
損
の
通

知
期
間
と
時
効
の
条
項
等
に

つ
い
て
解
釈
通
達
を
発
出
予

定
﹂
と
し
て
い
た
が
︑
通
達

で
は
な
く
Ｑ
＆
Ａ
と
い
う
形

式
で
よ
り
分
か
り
や
す
く
提

示
し
︑
周
知
を
図
る
こ
と
と

し
て
い
る
︒

 

降
雪
等
を
踏
ま
え
協
力
依
頼

ト
ラ
ッ
ク
の
輸
送
確
保
を

　

国
土
交
通
省
は
２
月
８

日
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

に
対
し
て
︑﹁
平
成
30
年
２

月
１
日
か
ら
の
降
雪
等
を
踏

ま
え
た
ト
ラ
ッ
ク
の
輸
送
確

保
に
つ
い
て
﹂
協
力
依
頼
を

行
っ
た
︒
国
交
省
で
は
︑
２

機
関
等
と
連
携
し
つ
つ
︑
貨

物
自
動
車
運
送
事
業
法
の
柔

軟
な
運
用
を
含
め
︑
最
大
限

の
支
援
を
行
う
﹂
と
し
て
お

り
︑﹁
地
元
運
輸
支
局
等
に

遠
慮
な
く
相
談
さ
れ
た
い
﹂

と
呼
び
か
け
て
い
る
︒

　

こ
れ
を
受
け
て
全
ト
協
は

９
日
︑
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
宛
に
同
趣
旨
の
協
力
依

頼
を
発
出
し
た
︒

月
１
日
か
ら
の
北
日
本
か
ら

西
日
本
へ
か
け
て
の
日
本
海

側
を
中
心
と
し
た
断
続
的
な

降
雪
に
よ
り
北
陸
地
方
を
は

じ
め
と
し
て
大
雪
と
な
り
︑

物
資
輸
送
に
停
滞
が
見
ら
れ

物
資
輸
送
の
確
保
が
緊
急
の

課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
同
協
力
依
頼
を
お
こ
な
っ

た
も
の
︒
同
省
は
﹁
被
災
自

治
体
を
は
じ
め
と
し
た
関
係

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

N
ew

s 2018.2.1—
2.15

Ｑ
＆
Ａ
形
式
で
公
表

改
正
標
準
引
越
運
送
約
款

建
設
業
に
使
用
す
る
営
業

用
大
型
ダ
ン
プ
車
に
対
し

表
示
番
号
指
定
を
追
加

早
め
の
申
請
を
呼
び
か
け

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑
建
設
業
の
許
可
を
受
け

て
い
る
事
業
者
が
保
有
す
る

て
い
る
︒

　

平
成
29
年
12
月
26
日
付
で

経
営
事
項
審
査
に
お
け
る
審

査
項
目
が
改
正
さ
れ
︑
４
月

１
日
以
降
︑
対
象
車
両
の
自

動
車
検
査
証
の
備
考
欄
に

﹁（
建
）﹂表
記
が
追
加
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
︒
そ
の
た
め
︑

新
た
に
表
示
番
号
の
申
請
を

営
業
用
大
型
ダ
ン
プ
車
の
う

ち
︑
主
と
し
て
建
設
業
の
用

途
に
使
用
す
る
車
両
が
︑
今

年
４
月
１
日
か
ら
経
営
事
項

審
査
の
評
価
対
象
と
な
る
こ

と
を
受
け
て
︑
表
示
番
号
の

記
載
事
項
の
追
記
・
変
更
等

の
対
応
を
行
う
よ
う
︑
該
当

事
業
者
に
対
し
て
呼
び
か
け

行
う
事
業
者
・
申
請
事
項
の

変
更
を
行
う
事
業
者
（
現
に

使
用
し
て
い
る
ダ
ン
プ
車
に

追
記
す
る
場
合
）と
も
に
︑

各
運
輸
支
局
等
に
対
し
て
届

け
出
が
必
要
と
な
る
︒

　

届
け
出
に
関
し
て
は
︑
３

月
中
旬
以
降
は
届
出
窓
口
の

混
雑
が
予
想
さ
れ
る
た
め
︑

早
め
の
届
け
出
を
呼
び
か
け

て
い
る
︒

　

な
お
︑
届
け
出
に
関
す
る

不
明
点
等
の
問
い
合
わ
せ
に

つ
い
て
は
︑
各
運
輸
支
局
等

ま
で
︒

第
62
回
広
報
委
員
会
（
２
月
７
日
、全

ト
協
）

第12回運輸事業振興助成交付金出捐金事業
評価機関会議（2月8日、全ト協）
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N
ew

s 2018.1.31—
2.15

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

︻
解
説
︼
最
初
に
︑
結
論
を
申
し
上

げ
れ
ば
︑
た
と
え
そ
れ
が
飲
酒
運
転
で

Ａ�

業
務
と
し
て
特
に
そ
の
必

要
性
を
否
定
す
る
よ
う
な

事
情
が
な
け
れ
ば
支
給

　
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
災

補
償
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
す
が
、

ド
ラ
イ
バ
ー
が
仕
事
中
に
、
仮
に

服
務
規
定
を
無
視
し
、
な
お
か
つ

当
然
重
大
な
道
路
交
通
法
違
反

に
も
な
る
飲
酒
運
転
や
無
免
許

運
転
で
労
災
事
故
を
起
こ
し
た

場
合
、
労
災
保
険
の
扱
い
は
ど
う

な
り
ま
す
か
。
こ
の
よ
う
な
事
故

に
ま
で
手
厚
い
保
護
が
必
要
と
は

思
わ
れ
ま
せ
ん
が
、
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

 第154回 

飲酒運転や無免許運転
の事故でも労災保険の
給付は行われるのか

あ
れ
無
免
許
運
転
で
あ
れ
︑
仕
事
中

の
事
故
で
あ
れ
ば
︑
基
本
的
に
は
業

務
災
害
と
し
て
保
険
給
付
は
行
わ
れ

ま
す
︒
労
災
保
険
法
上
︑
業
務
上
外

の
認
定
と
い
う
点
で
は
︑
ま
っ
た
く
普

通
の
業
務
災
害
と
変
わ
り
が
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
︒

　

そ
れ
で
は
︑
そ
の
辺
に
つ
い
て
︑
労

災
保
険
に
お
け
る
業
務
上
外
の
判
断

が
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
る
の
か
︑

お
さ
ら
い
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
︒

　

ま
ず
︑
労
災
保
険
の
保
険
給
付
が

業
務
上
の
災
害
に
よ
る
負
傷
や
疾
病
︑

傷
害
︑
死
亡
（
傷
病
等
）
に
対
し
て

行
わ
れ
る
こ
と
は
︑
皆
さ
ん
よ
く
ご

存
じ
の
通
り
で
す
︒
こ
の
業
務
上
の
傷

病
等
と
い
う
の
は
︑
そ
も
そ
も
﹁
そ

の
業
務
に
つ
い
て
い
な
け
れ
ば
︑
こ
の

よ
う
な
傷
病
等
は
生
じ
な
か
っ
た
﹂
で

あ
ろ
う
と
認
め
ら
れ
︑
か
つ
﹁
そ
の

よ
う
な
業
務
に
つ
い
て
い
れ
ば
︑
こ
の

よ
う
な
傷
病
等
が
生
じ
る
危
険
が
あ

る
﹂
で
あ
ろ
う
と
認
め
ら
れ
る
︑
つ
ま

り
業
務
起
因
性
の
あ
る
傷
病
等
で
あ

る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
︒
さ

ら
に
︑
労
災
保
険
給
付
は
業
務
と
の

間
に
相
当
因
果
関
係
の
あ
る
損
害
︑

つ
ま
り
﹁
業
務
に
つ
い
て
い
る
こ
と
﹂

を
前
提
と
し
て
生
じ
る
一
定
の
損
害
を

補
償
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
︒
こ
の

た
め
︑
そ
の
傷
病
等
が
業
務
に
つ
い
て

い
る
こ
と
︑
言
葉
を
変
え
れ
ば
﹁
労

働
者
が
労
働
契
約
に
基
づ
き
事
業
主

の
支
配
下
に
あ
る
状
態
﹂
に
お
い
て
発

生
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
条
件
と

さ
れ
て
い
ま
す
︒

　

一
般
的
に
は
︑
業
務
遂
行
性
（
業

務
に
つ
い
て
い
る
状
態
）
が
あ
れ
ば
︑

業
務
起
因
性
（
業
務
に
よ
っ
て
発
生

し
た
も
の
）
が
認
め
ら
れ
︑
業
務
上

の
傷
病
等
で
あ
る
と
い
え
ま
す
︒
ト
ラ

ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
は
︑
事
業
主
の
支
配

下
に
あ
り
な
が
ら
︑
そ
の
管
理
下
を

離
れ
て
業
務
に
従
事
し
て
い
ま
す
︒

具
体
的
に
は
︑
貨
物
等
の
運
送
業
務

の
た
め
事
業
場
外
に
お
い
て
用
務
に

服
し
て
い
る
わ
け
で
す
が
︑
用
務
先

と
の
間
を
︑
通
常
も
し
く
は
合
理
的

な
順
路
お
よ
び
方
法
に
よ
っ
て
往
復

し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
︑
そ
の
途
上
で

発
生
し
た
事
故
は
業
務
災
害
に
該
当

す
る
と
さ
れ
ま
す
︒

　

ご
質
問
で
は
︑
事
故
の
状
況
に
つ
い

て
必
ず
し
も
詳
細
が
明
ら
か
で
は
な

い
の
で
断
言
は
で
き
ま
せ
ん
が
︑
通
常

は
︑
飲
酒
運
転
や
無
免
許
運
転
で
あ

っ
て
も
︑
そ
の
行
為
が
業
務
と
し
て
︑

特
に
必
要
性
が
否
定
さ
れ
る
よ
う
な

事
情
が
な
い
の
で
あ
れ
ば
︑
業
務
上
の

災
害
と
し
て
扱
わ
れ
︑
保
険
給
付
が

行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
︒た
だ
し
︑

こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
は
︑
社
内
的
に

は
︑
重
大
な
服
務
規
定
違
反
と
し
て

当
然
︑
厳
し
い
懲
戒
処
分
な
ど
の
制

裁
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
が
︑

労
災
保
険
の
扱
い
に
お
い
て
も
︑
労

働
者
に
重
大
な
過
失
が
あ
る
と
し
て
︑

保
険
給
付
の
支
給
制
限
を
受
け
る
こ

と
に
な
る
の
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
︒

時

こ
こ
ま
で
来
た

新
代

天天
然然
ガ
ス
ト
ラ
ッ
ク

ガ
ス
ト
ラ
ッ
ク

　

イ
オ
ン
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｓ
Ｃ
Ｍ

㈱
は
︑
主
に
イ
オ
ン
グ
ル
ー
プ

の
物
流
を
担
う
機
能
会
社
と
し

て
︑セ
ン
タ
ー
の
管
理
や
運
営
︑

企
画
を
行
う
企
業
で
あ
り
︑
グ

ル
ー
プ
の
一
員
と
し
て
環
境
へ

の
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
ま

す
︒

　

イ
オ
ン
㈱
は
︑
①
低
炭
素
社

会
の
実
現
︑
②
生
物
多
様
性
の

保
全
︑
③
資
源
の
有
効
利
用
︑

④
社
会
的
課
題
へ
の
対
応
と
︑

４
つ
の
重
点
課
題
に
掲
げ
た

﹁
イ
オ
ン 

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

基
本
方
針
﹂
を
２
０
１
１
年
に

発
表
し
て
い
ま
す
︒
皆
様
も
イ

オ
ン
で
ご
覧
に
な
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照

明
や
太
陽
光
パ
ネ
ル
等
は
︑
低

炭
素
社
会
の
実
現
の
一
環
で
あ

る
﹁
イ
オ
ン
の
ｅ
ｃ
ｏ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
﹂
の
一
つ
で
あ
り
︑﹁
へ

ら
そ
う
作
戦
﹂（
エ
ネ
ル
ギ
ー

使
用
量
50
％
削
減
）・﹁
つ
く
ろ

う
作
戦
﹂（
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
20
万
㌔
㍗
）・﹁
ま
も
ろ

う
作
戦
﹂（
全
国
１
０
０
か
所

の
防
災
拠
点
）
を
展
開
し
て
い

る
も
の
で
す
︒
ま
た
︑
イ
オ
ン

Ｐ
Ｂ
（
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン

ド
）
で
あ
る
ト
ッ
プ
バ
リ
ュ
で

は
︑
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
減
ら
す

商
品
と
し
て
︑
包
装
資
材
を
な

く
し
た
食
品
や
消
耗
品
︑
サ
ト

ウ
キ
ビ
由
来
の
素
材
を
使
用

し
︑
折
れ
に
く
い
こ
と
で
廃
棄

量
さ
え
も
削
減
の
期
待
が
で
き

る
ビ
ニ
ー
ル
傘
の
販
売
等
︑
多

岐
に
渡
る
活
動
に
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
︒

　

さ
ら
に
︑
こ
れ
ら
の
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
経
営
を
前
進
さ
せ
る
べ

く
﹁
ビ
ッ
グ
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
２

０
﹂
を
掲
げ
て
お
り
ま
す
︒
そ

の
中
に
は
︑﹁
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
に
お
け
る
持
続
可
能
な
調
達

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
制
定
﹂
に
関
し

て
︑
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ

れ
た
２
０
１
６
年
～
２
０
３
０

年
ま
で
の
国
際
目
標
で
あ
る
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
に
か
な
う
調
達
方
針

と
目
標
を
定
め
て
お
り
︑
事
業

活
動
を
通
じ
社
会
課
題
の
解
決

に
向
け
て
貢
献
を
し
て
お
り
ま

す
︒

　

私
ど
も
︑
当
社
に
お
け
る
輸

送
部
門
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
︑

近
年
で
は
︑
幹
線
輸
送
で
の
内

航
船
や
鉄
道
コ
ン
テ
ナ
︑
モ
ー

ダ
ル
シ
フ
ト
の
拡
大
︑
ト
レ
ー

ラ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
取
り
組
み（
経

済
産
業
大
臣
表
彰
を
受
賞
）

等
が
主
に
挙
げ
ら
れ
ま
す
︒
大

多
数
の
車
両
数
を
占
め
る
店
舗

配
送
に
お
い
て
は
︑
燃
費
ラ
ン

キ
ン
グ
や
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
掲
載

し
た
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
ニ
ュ
ー
ス
︑

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
に
関
連
す
る
運

転
動
態
を
選
考
項
目
と
し
た

ド
ラ
イ
バ
ー
表
彰
制
度
︑
定
期

勉
強
会
と
な
る
環
境
車
両
研

究
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
（
写

真
）︒
研
究
会
は
︑
２
０
１
２

年
か
ら
こ
れ
ま
で
10
回
開
催

し
︑
東
京
ガ
ス
㈱
様
や
車
両
関

連
の
メ
ー
カ
ー
様
に
ご
協
力
を

賜
り
︑
環
境
車
や
Ｃ
Ｎ
Ｇ
（
圧

縮
天
然
ガ
ス
）
車
の
導
入
拡
大

に
向
け
て
試
乗
や
エ
コ
運
転
研

修
を
行
い
︑
意
識
の
向
上
に
繋

げ
て
お
り
ま
す
︒Ｃ
Ｎ
Ｇ
車
は
︑

大
型
車
の
登
場
に
よ
り
︑
当
社

で
の
Ｃ
Ｎ
Ｇ
車
の
活
用
拡
大
が

見
込
ま
れ
る
中
︑
黒
煙
ゼ
ロ
︑

Ｐ
Ｍ
・
Ｎ
Ｏ
Ｘ
の
排
出
低
減
︑

静
粛
性
の
優
位
等
と
お
客
様
に

も
優
し
い
車
両
で
あ
る
こ
と

や
︑
燃
料
媒
体
の
選
択
肢
拡

大
︑
燃
料
価
格
の
抑
制
な
ど
が

あ
る
反
面
︑
ス
タ
ン
ド
等
の
イ

ン
フ
ラ
不
足
︑
車
両
価
格
の
優

位
性
不
足
の
声
が
挙
が
っ
て
お

り
︑
さ
ら
な
る
発
展
と
導
入
の

し
や
す
さ
に
大
変
期
待
を
し
て

お
り
ま
す
︒

　

ご
承
知
の
通
り
︑運
送
業
は
︑

乗
務
員
不
足
の
顕
著
化
︑
燃

料
や
車
両
価
格
の
高
騰
︑
サ
ー

ビ
ス
の
多
様
化
な
ど
と
ま
さ
に

転
換
期
に
き
て
お
り
︑
こ
れ
か

ら
の
社
会
に
共
存
し
続
け
る
た

め
に
︑
よ
り
魅
力
を
感
じ
て
い

た
だ
け
る
業
界
に
向
け
て
︑
Ｃ

Ｎ
Ｇ
車
の
拡
大
を
は
じ
め
︑
環

境
へ
の
取
り
組
み
は
不
可
欠
な

要
素
の
一
つ
と
考
え
て
お
り
ま

す
︒
協
力
会
社
様
や
お
取
引

先
様
に
も
ご
理
解
い
た
だ
き
︑

さ
ら
な
る
取
り
組
み
に
ご
協
力

賜
り
た
く
︑
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
︒
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雪道への備えは万全に
　

大
雪
に
よ
る
交
通
事
故
や
ス
リ
ッ
プ
、
立
ち
往
生
な
ど
が
発
生
し
た
場

合
、
周
辺
道
路
の
大
渋
滞
を
招
き
、
迂
回
路
の
な
い
地
域
で
は
大
混
乱

を
来
し
ま
す
。
降
雪
地
域
を
運
行
す
る
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん

に
は
、
こ
の
時
期
に
ふ
さ
わ
し
い
雪
道
対
策
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
降
雪
時
・
積
雪
時
に
お
け
る
事
故
防
止
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

１
出
発
前
の
準
備

・
出
発
前
に
は
︑
運
行
地
域

の
気
象
や
道
路
の
情
報
を
収

集
し
︑
降
雪
や
積
雪
が
予
想

２
出
発
直
後

・
降
雪
地
域
を
運
行
す
る
と

き
は
︑
交
通
規
制
や
事
故
な

ど
に
よ
り
渋
滞
が
予
測
さ
れ

ま
す
か
ら
︑
早
め
の
給
油
を

さ
れ
る
と
き
は
︑
車
両
点
検

時
に
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
や
携

行
品
な
ど
も
し
っ
か
り
確
認

し
て
お
き
ま
し
ょ
う（
図
１
）︒

心
が
け
ま
し
ょ
う
︒

３
走
行
時
の
注
意

・
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
な

ど
の
冬
用
タ
イ
ヤ
を
装
着
し

降
雪
時
・
積
雪
時
に
お
け
る

事
故
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

（
出
典
：
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
「
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
研
修
テ
キ
ス
ト
」
な
ど
）

図３　フロント・けん引フックカバーの取り外し

図 1　降雪地域走行時の必需品

図２　タイヤチェーンの装着位置

て
い
て
も
︑
過
信
は
禁
物
で

す
︒
雪
道
は
滑
る
道
で
す
か

ら
︑
速
度
を
落
と
す
と
と
も

に
車
間
距
離
も
十
分
に
と
り

ま
し
ょ
う
︒

・
交
差
点
に
接
近
す
る
と
き

は
信
号
を
よ
く
確
認
し
︑
赤

信
号
や
黄
信
号
の
場
合
は
早

め
に
減
速
し
て
︑
交
差
点
手

前
で
余
裕
を
も
っ
て
停
止
で

き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
︒

・
地
吹
雪
で
前
方
が
見
え
な

い
と
き
は
決
し
て
無
理
を
せ

ず
︑
す
ぐ
に
安
全
な
場
所
に

避
難
し
て
様
子
を
み
ま
し
ょ

う
︒

・
雪
が
な
い
場
合
で
も
路
面

が
凍
結
し
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
︒
と
く
に
早
朝
の
時

間
帯
や
︑
橋
の
上
や
ト
ン
ネ

ル
の
出
入
口
な
ど
凍
結
し
や

す
い
場
所
で
は
減
速
し
ま
し

ょ
う
︒

・
雪
道
の
カ
ー
ブ
や
下
り
坂

は
ス
リ
ッ
プ
し
や
す
い
の
で
︑

速
度
に
注
意
し
て
慎
重
な
運

転
操
作
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
︒

・
雪
道
で
は
歩
行
者
や
自
転

車
も
ス
リ
ッ
プ
し
て
転
倒
す

る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
︒

側
方
を
通
過
す
る
と
き
は
︑

速
度
を
落
と
し
側
方
間
隔
を

十
分
に
と
り
ま
し
ょ
う
︒

・
チ
ェ
ー
ン
装
着
の
指
示
が

出
さ
れ
た
場
合
な
ど
タ
イ
ヤ

チ
ェ
ー
ン
装
着
が
必
要
に
な

っ
た
と
き
は
︑
早
め
に
装
着

し
ま
し
ょ
う
︒

４�
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
の
準
備
と

装
着

　

降
雪
に
見
舞
わ
れ
た
と
き

や
積
雪
し
た
路
面
で
は
︑
安

全
な
場
所
で
早
め
に
タ
イ
ヤ

チ
ェ
ー
ン
を
装
着
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
（
図
２
）︒

　

タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
を
装
着

す
る
と
き
は
︑
チ
ェ
ー
ン
の

緩
み
や
ゴ
ム
バ
ン
ド
の
フ
ッ
ク

へ
の
掛
け
忘
れ
な
ど
（
チ
ェ
ー

ン
の
脱
落
︑
チ
ェ
ー
ン
の
摩
耗

・
損
傷
の
原
因
に
な
る
）
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
︒

　

な
お
︑
確
実
な
チ
ェ
ー
ン

の
装
着
を
行
う
た
め
に
︑
事

前
に
装
着
練
習
を
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
︒

5
け
ん
引
ロ
ー
プ
の
使
い
方

　

雪
道
で
う
っ
か
り
路
肩
に

寄
り
過
ぎ
て
ス
タ
ッ
ク
し
て

し
ま
っ
た
場
合
︑
周
り
に
他

の
ト
ラ
ッ
ク
が
い
る
よ
う
で

あ
れ
ば
︑け
ん
引
ロ
ー
プ
（
ワ

イ
ヤ
ー
）
で
引
っ
張
っ
て
も

ら
う
こ
と
で
脱
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
︒

　

大
型
ト
ラ
ッ
ク
に
は
︑
車

両
の
前
後
に
﹁
け
ん
引
フ
ッ

ク
﹂
を
備
え
て
い
ま
す
︒﹁
フ

ロ
ン
ト
・
け
ん
引
フ
ッ
ク
﹂

は
︑
カ
バ
ー
で
覆
わ
れ
︑
通

常
の
状
態
で
は
見
え
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
︒
図
３
の
よ

う
に
カ
バ
ー
を
取
り
外
し
て

使
用
し
ま
し
ょ
う
︒

　

Ｅ
Ｃ
（
電
子
商
取
引
）
市

場
の
拡
大
な
ど
で
︑
宅
配
便

個
数
が
増
加
す
る
一
方
で
︑

再
配
達
は
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足

を
深
刻
化
さ
せ
る
な
ど
︑
社

会
問
題
と
な
っ
て
い
る
︒

　

こ
の
た
め
︑
国
交
省
で
は

継
続
調
査
を
実
施
し
て
︑
施

策
の
進
捗
管
理
を
行
う
こ
と

に
し
た
︒
調
査
は
︑
比
較
的

取
り
扱
い
個
数
が
落
ち
着
い

て
い
る
４
月
と
10
月
の
年
２

回
︒
調
査
対
象
は
︑
佐
川
急

便
（
飛
脚
宅
配
便
）︑
日
本

郵
便
（
ゆ
う
パ
ッ
ク
︑
ゆ
う

パ
ケ
ッ
ト
）︑ヤ
マ
ト
運
輸（
宅

急
便
）
の
３
社
︒

　

昨
年
10
月
の
再
配
達
率
は

約
15
・
５
％
だ
っ
た
が
︑
都

市
部
（
東
京
23
区
内
）
が
17

・
１
％
と
高
か
っ
た
の
に
対

し
︑
人
口
の
少
な
い
地
方
部

で
は
13
・
５
％
と
低
か
っ
た
︒

　

政
府
は
２
月
２
日
︑
道
路

法
等
改
正
案
を
閣
議
決
定

し
︑
国
会
に
提
出
し
た
︒

　

平
常
時
・
災
害
時
を
問
わ

な
い
安
定
的
な
輸
送
を
確
保

す
る
た
め
︑
国
土
交
通
大
臣

が
物
流
上
重
要
な
道
路
輸
送

網
を
﹁
重
要
物
流
道
路
﹂
と

し
て
指
定
し
︑
機
能
強
化
︑

重
点
支
援
を
実
施
す
る
︒
ま

た
︑
国
際
海
上
コ
ン
テ
ナ
車

等
の
円
滑
な
通
行
の
た
め
︑

通
常
よ
り
も
高
水
準
の
構
造

基
準
を
設
定
し
︑
こ
の
基
準

を
満
た
し
た
道
路
に
つ
い
て

は
︑
国
際
海
上
コ
ン
テ
ナ
車

 

特
車
許
可
を
改
善
へ

審
査
迅
速
化
、
期
間
延
長
も

　

国
土
交
通
省
は
２
月
５

日
︑
特
殊
車
両
通
行
許
可
制

度
の
改
善
策
を
ま
と
め
︑
社

会
資
本
整
備
審
議
会
道
路
分

科
会
の
第
65
回
基
本
政
策
部

会
に
提
示
し
た
︒

　

特
車
許
可
制
度
に
つ
い
て

等
の
通
行
に
係
る
許
可
を
不

要
と
す
る
︒

　

高
速
道
路
か
ら
物
流
施
設

等
に
直
結
す
る
道
路
の
整
備

に
係
る
無
利
子
貸
付
制
度
を

新
設
す
る
ほ
か
︑
重
要
物
流

道
路
お
よ
び
そ
の
代
替
・
補

完
路
に
係
る
災
害
時
の
啓
開

・
復
旧
を
国
が
代
行
す
る
︒

　

法
案
で
は
こ
の
ほ
か
︑
道

路
の
改
築
に
対
す
る
国
費
率

の
か
さ
上
げ
措
置
を
平
成
39

年
度
末
ま
で
延
長
す
る
と
と

も
に
︑
道
路
の
老
朽
化
に
対

応
す
る
た
め
︑
補
助
国
道
の

修
繕
に
係
る
国
費
率
の
か
さ

上
げ
措
置
を
新
設
す
る
︒

は
︑
許
可
件
数
の
増
加
に
審

査
が
追
い
つ
か
ず
平
均
審
査

日
数
が
約
２
倍
に
増
加
︒
許

可
ま
で
に
１
か
月
以
上
を
要

し
て
お
り
︑
急
な
輸
送
需
要

に
対
応
で
き
な
い
と
い
う
問

題
が
起
き
て
い
る
︒

　

こ
の
た
め
︑﹁
入
口
重
視
﹂

の
事
前
審
査
か
ら
許
可
後
の

﹁
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）

に
よ
る
走
行
確
認
を
重
視
﹂

す
る
枠
組
み
に
転
換
し
︑
審

査
の
自
動
化
と
簡
素
化
に
よ

り
迅
速
化
す
る
と
と
も
に
︑

Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
り
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
を
強
化
す
る
︒

　

審
査
日
数
の
短
縮
に
向
け

て
︑
人
手
中
心
の
作
業
を
早

期
に
自
動
化
す
る
ほ
か
︑
自

治
体
に
よ
る
審
査
を
短
縮
す

る
た
め
︑
道
路
情
報
便
覧
へ

の
収
録
を
促
進
す
る
︒

　

事
業
者
の
負
担
軽
減
︑
審

査
作
業
の
総
量
削
減
を
図
る

た
め
︑
許
可
期
間
を
当
面
︑

２
年
か
ら
３
年
に
延
長
し
︑

優
良
事
業
者
は
４
年
と
す
る

こ
と
を
検
討
し
︑
平
成
30
年

度
内
に
導
入
す
る
予
定
だ
︒

　

審
査
期
間
の
短
縮
に
向

け
︑
道
路
局
︑
各
地
方
整
備

局
に
緊
急
対
策
チ
ー
ム
お
よ

び
対
策
会
議
を
設
置
し
︑
速

や
か
な
対
策
の
実
行
と
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
う
︒

 

宅
配
再
配
達
率
を継

続
調
査

初
回
昨
年
10
月
は
約
15
・
５
％

　

国
土
交
通
省
は
１
月
31

日
︑
宅
配
便
再
配
達
率
の
継

続
的
調
査
を
開
始
し
た
と
発

表
し
た
︒
第
１
回
目
と
な
っ

た
平
成
29
年
10
月
期
調
査
で

再
配
達
率
は
約
15
・
５
％
と

な
り
︑
３
年
前
の
26
年
12
月

調
査
（
19
・
6
％
）
か
ら
低

下
し
た
が
︑
調
査
方
法
が
異

な
る
た
め
連
続
性
は
担
保
さ

れ
て
い
な
い
と
し
て
い
る
︒

道
路
法
等
改
正
案
を
提
出

重
要
物
流
道
路
を
重
点
支
援

物
流
施
策

プ
ロ
グ
ラ
ム
決
定

大
綱
に
基
づ
き

政
府
が
取
組

　

国
土
交
通
・
経
済
産
業
両

省
は
１
月
31
日
︑新
た
な
﹁
総

合
物
流
施
策
推
進
プ
ロ
グ
ラ

ム
﹂
を
決
定
し
た
︒

電
子
タ
グ
で
実
験

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
で

情
報
共
有

　

経
済
産
業
省
は
２
月
14
日

か
ら
23
日
ま
で
︑
電
子
タ
グ

を
用
い
た
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
の
実

験
を
行
う
︒﹁
コ
ン
ビ
ニ
電

子
タ
グ
１
０
０
０
億
枚
宣
言
﹂

に
基
づ
き
︑
Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
（
電

波
を
利
用
し
て
非
接
触
で
電

子
タ
グ
の
デ
ー
タ
を
読
み
書

き
す
る
自
動
認
識
技
術
）
か

ら
取
得
し
た
情
報
を
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
で
共
有
す
る
こ

と
で
︑
特
定
の
商
品
に
つ
い

て
︑
い
つ
︑
ど
こ
に
︑
何
個

あ
る
の
か
と
い
っ
た
デ
ー
タ

　

昨
年
７
月
に
閣
議
決
定
さ

れ
た
﹁
総
合
物
流
施
策
大
綱

（
２
０
１
７
年
度
～
２
０
２
０

年
度
）﹂
に
基
づ
き
︑
政
府

が
今
後
推
進
す
べ
き
具
体
的

な
物
流
施
策
を
取
り
ま
と
め

た
も
の
で
︑
我
が
国
の
経
済

成
長
と
国
民
生
活
を
持
続
的

に
支
え
る
﹁
強
い
物
流
﹂
を

を
取
得
し
︑
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
で
情
報
共
有
で
き
る
環

境
整
備
を
行
う
︒

　

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
上
流

で
商
品
に
貼
付
さ
れ
た
電
子

タ
グ
を
入
出
荷
時
に
読
み
取

り
︑
そ
の
デ
ー
タ
を
実
験
用

に
構
築
し
た
情
報
共
有
シ
ス

テ
ム
へ
投
入
す
る
こ
と
で
︑

在
庫
情
報
等
を
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
で
共
有
す
る
こ
と
が

で
き
る
か
を
検
証
す
る
︒

 

福
井
で
の
大
雪
に
関
す
る

中
小
事
業
者
対
策
を
実
施

特
別
相
談
窓
口
の
設
置
な
ど

　

経
済
産
業
省
で
は
︑
２
月

４
日
か
ら
の
大
雪
に
よ
る
災

実
現
す
る
た
め
︑
６
つ
の
視

点
か
ら
99
の
施
策
を
強
力
に

推
進
す
る
︒

　

各
施
策
ご
と
に
数
値
目
標

を
定
め
︑
そ
の
達
成
に
向
け

た
取
組
を
工
程
表
に
ま
と
め

た
ほ
か
︑
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
方
式
に

よ
り
︑
進
捗
管
理
を
適
切
に

実
施
す
る
︒
具
体
的
に
は
︑

害
に
関
し
て
︑
福
井
県
福
井

市
︑
あ
わ
ら
市
︑
坂
井
市
︑

大
野
市
︑勝
山
市
︑鯖
江
市
︑

吉
田
郡
永
平
寺
町
お
よ
び
丹

生
郡
越
前
町
に
災
害
救
助
法

が
適
用
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま

え
︑
被
災
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
対
策
を
実
施
す
る
︒

　

対
策
の
主
な
内
容
と
し
て

は
︑
①
特
別
相
談
窓
口
の
設

置
︑
②
災
害
復
旧
貸
付
の
実

施
︑
③
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

保
証
４
号
の
適
用
︑
④
既
往

債
務
の
返
済
条
件
緩
和
等
の

対
応
︑
⑤
小
規
模
企
業
共
済

災
害
時
貸
付
の
適
用
︒な
お
︑

詳
細
に
つ
い
て
は
︑
中
小
企

業
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照

の
こ
と
︒

﹁
繋
が
る
﹂
の
視
点
で
﹁
連

携
・
協
働
に
よ
る
物
流
の
効

率
化
﹂を
打
ち
出
し
た
ほ
か
︑

﹁
見
え
る
﹂の
観
点
か
ら﹁
サ

ー
ビ
ス
と
対
価
と
の
関
係
の

明
確
化
﹂
を
求
め
︑
運
送
以

外
の
サ
ー
ビ
ス
の
対
価
の
収

受
︑
契
約
書
面
化
の
推
進
な

ど
を
挙
げ
た
︒

経 産 省

経 産 省

障
害
者
雇
用
義
務
対
象
に

精
神
障
害
者
が
加
わ
る

共
生
社
会
実
現
を
目
指
す

　

厚
生
労
働
省
で
は
︑
障
害

者
雇
用
義
務
の
対
象
と
し
て

４
月
１
日
か
ら
新
た
に
精
神

障
害
者
を
加
え
る
ほ
か
︑
法

定
雇
用
率
の
変
更
を
行
う
︒

　
﹁
障
害
者
が
地
域
の
一
員
と

し
て
共
に
暮
ら
し
︑
共
に
働

く
﹂
こ
と
を
当
た
り
前
に
す

れ
︑
民
間
企
業
に
お
け
る
障

害
者
の
法
定
雇
用
率
が
２
・

０
％
か
ら
２
・
２
％
に
拡
大

さ
れ
る
︒
ま
た
︑
今
回
の
変

更
に
伴
い
︑
障
害
者
雇
用
義

務
が
発
生
す
る
民
間
企
業
の

範
囲
が
︑
従
業
員
50
人
以
上

か
ら
45
・
5
人
以
上
に
変
更

さ
れ
る
︒

　

な
お
︑
厚
労
省
で
は
︑
2

月
と
3
月
に
﹁
精
神
障
害
者

雇
用
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
﹂

を
実
施
し
︑
障
害
者
雇
用
拡

大
に
向
け
た
周
知
啓
発
を
強

化
し
て
い
く
︒

現
に
繋
が
る
ほ
か
︑
障
害
者

の
﹁
で
き
る
こ
と
﹂
に
目
を

向
け
︑
活
躍
の
場
を
提
供
す

る
こ
と
で
︑
企
業
に
と
っ
て

も
貴
重
な
労
働
力
の
確
保
に

も
繋
が
る
︒
さ
ら
に
︑
障
害

者
が
そ
の
能
力
を
発
揮
で
き

る
よ
う
に
職
場
環
境
を
改
善

す
る
こ
と
で
︑
他
の
従
業
員

に
と
っ
て
も
安
全
で
働
き
や

す
い
職
場
環
境
が
整
え
ら
れ

る
と
い
う
効
果
も
期
待
さ
れ

る
︒

　

併
せ
て
︑
４
月
１
日
か
ら

は
法
定
雇
用
率
も
変
更
さ

る
た
め
︑
全
て
の
事
業
主
に

は
法
定
雇
用
率
以
上
の
割
合

で
障
害
者
を
雇
用
す
る
義
務

が
あ
る
︒
従
来
は
︑
身
体
障

害
者
と
知
的
障
害
者
が
障
害

者
雇
用
義
務
の
対
象
だ
っ
た

が
︑
４
月
１
日
か
ら
は
対
象

に
精
神
障
害
者
が
加
わ
る
こ

と
と
な
っ
た
︒

　

精
神
障
害
者
を
は
じ
め
と

し
た
障
害
者
を
雇
用
す
る
こ

と
で
︑
障
害
に
関
係
な
く
︑

意
欲
や
能
力
に
応
じ
て
誰
も

が
職
業
を
通
じ
て
社
会
参
加

で
き
る
﹁
共
生
社
会
﹂
の
実
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安全運行のオアシス トラックステーション
全国28か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない

休憩施設です。

全国28か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない

休憩施設です。

名称 所在地 電話番号 駐車
台数

❶ 札　幌 北海道札幌市厚別区厚別東 5 条 1-1-2　 011-897-9101 39

❷ 苫小牧 北海道苫小牧市ウトナイ北 11-11-33 0144-55-7491 80

❸ 青　森 青森県青森市大字荒川字品川 110-1 017-729-2000
（公社）青森県トラック協会

41

❹ 盛　岡 岩手県滝沢市巣子 960-4　 019-688-1514 39

❺ 仙　台 宮城県仙台市宮城野区苦竹 4-1-15 022-232-9336 39

❻ 白河の関 福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字夏針 15-1 0248-21-7167 45

❼ 茨　城 茨城県小美玉市西郷地字新田 1390 0299-48-3455 30

❽ 矢　板 栃木県矢板市乙畑 440-2　 0287-48-1919 46

❾ 大　宮 埼玉県さいたま市西区三橋 6-699-1 048-623-6815 41

� 東　神 神奈川県大和市上草柳 588 046-261-1100 95

� 新　潟 新潟県新潟市西区山田 196-1　 025-233-6961 52

� 金　沢 石川県金沢市千木町ル 21-1　 076-257-2755 45

� 浜　松 静岡県浜松市東区流通元町 2-3 053-421-5311 116

� 安　城 愛知県安城市尾崎町大縄 19-1 0566-98-8823 74

� 名古屋 愛知県名古屋市港区藤前 3-601 052-303-2188 97

� 亀　山 三重県亀山市小野町桜ロ 586-4 0595-82-3935 82

� 彦　根 滋賀県彦根市鳥居本町字むさ満 2337-1 0749-26-0156 53

� 大　阪 大阪府寝屋川市木屋元町 20-1 072-832-2362 80

� 奈良・針 奈良県奈良市針町 487-1　 0743-82-0622 60

� 岡　山 岡山県岡山市中区倉富 285-19 086-277-4055 53

� 尾　道 広島県尾道市高須町字才ケ久保 1193-3 0848-46-1882 37

� 三　次 広島県三次市西酒屋町船所 1468 0824-63-0025 30

� 北九州 福岡県北九州市小倉北区東港 1-3 093-581-5031 63

� 鳥　栖 佐賀県烏栖市永吉町字来帰り 617-1 0942-83-7035 47

� 諫　早 長崎県諫早市貝津町 1051-12 0957-26-8228 45

� 大　分 大分県大分市大字上戸次字宇土ノロ 6045-2 097-597-6233 43

� 宮　崎 宮崎県児湯郡新富町大字三納代字畑中 1765-1 0983-33-0880 18

� 鹿児島 鹿児島県鹿児島市西別府町 2941-19
（流通業務団地内）　 099-281-5960 50

※ 駐車台数は大型車とトレーラの台数の合計。なお、諫早TSは5台の中型車を含む。

　

し
か
し
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の

﹁
労
働
条
件
の
改
善
﹂や﹁
輸

送
の
仕
組
み
の
見
直
し
﹂
に

は
︑
発
・
着
荷
主
の
理
解
と

協
力
が
必
要
不
可
欠
で
も
あ

る
の
で
す
︒

準
貨
物
自
動
車
運
送
約
款
の

改
正
﹂
や
﹁
荷
主
勧
告
制
度

の
発
行
条
件
等
の
見
直
し
﹂

な
ど
は
︑
ま
さ
に
生
産
性
向

上
と
労
働
条
件
の
改
善
に
向

け
︑
荷
主
の
協
力
を
後
押
し

す
る
も
の
と
い
え
る
で
し
ょ

う
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
と

し
て
は
︑
こ
の
後
押
し
を
大

き
く
活
か
し
︑
自
社
内
そ
し

て
荷
主
に
対
し
て
も
必
要
な

対
策
を
求
め
︑
実
行
し
て
い

く
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
︒

れ
の
施
策
が
注
目
さ
れ
︑
具

体
的
な
導
入
・
あ
る
い
は
検

討
が
進
み
つ
つ
あ
る
の
だ
と

考
え
ま
す
︒

　

つ
ま
り
︑
今
こ
そ
輸
送
の

効
率
化
に
対
し
て
正
面
か
ら

の
取
り
組
み
が
必
要
で
︑
導

入
の
環
境
が
整
い
つ
つ
あ
る

と
い
え
る
の
で
す
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
に

お
い
て
は
︑
こ
れ
ま
で
の
業

界
の
慣
例
を
飛
び
越
え
︑
新

た
な
輸
送
シ
ス
テ
ム
に
ト
ラ

イ
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え

ま
す
︒
ま
た
そ
れ
を
実
行
す

る
に
は
︑
荷
主
に
も
必
要
性

ば
宿
泊
が
伴
う
よ
う
な
長
距

離
輸
送
を
１
台
の
ト
ラ
ッ
ク

や
ド
ラ
イ
バ
ー
で
行
う
の
で

　

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
不

足
は
︑
一
般
社
会
に
も
認
知

さ
れ
る
ほ
ど
重
要
な
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
︒
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
者
に
と
っ
て
は
︑
経

営
資
源
で
あ
る
﹁
ヒ
ト
・
モ

ノ
・
カ
ネ
﹂
の
﹁
ヒ
ト
﹂
が

確
保
で
き
な
い
こ
と
に
は
︑

運
送
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き

な
く
な
る
危
険
性
が
あ
り
ま

す
︒
ま
た
輸
送
サ
ー
ビ
ス
が

提
供
さ
れ
な
け
れ
ば
︑
経
済

活
動
が
成
り
立
た
な
い
た

め
︑
荷
主
企
業
や
一
般
消
費

者
に
と
っ
て
も
大
き
な
問
題

で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
︒
１
月
下
旬
の

首
都
圏
で
の
積
雪
や
２
月
上

旬
の
北
陸
で
の
豪
雪
な
ど
で
︑

物
流
が
滞
る
こ
と
で
の
不
便

さ
を
︑
我
が
国
全
体
で
認
知

さ
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
︒
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
は
︑

そ
の
不
便
さ
が
常
態
的
な
問

題
に
な
る
危
険
性
を
は
ら
ん

で
い
る
の
で
す
︒

　

行
政
が
示
し
て
い
る
具
体

的
な
施
策
（
左
表
）
に
は
︑

労
働
時
間
の
短
縮
等
に
向
け

た
﹁
ト
ラ
ッ
ク
の
バ
ー
ス
予

約
調
整
シ
ス
テ
ム
の
導
入
促

進
﹂（
＝
手
待
ち
時
間
の
削

除
）︑﹁
農
林
水
産
物
・
食
品

物
流
の
パ
レ
ッ
ト
化
等
の
促

進
﹂（
＝
荷
役
の
時
間
削
減

　

小
職
は
以
前
か
ら
︑
ド
ラ

イ
バ
ー
の
確
保
へ
の
対
応
は

﹁
他
産
業
並
み
の
労
働
条
件

へ
の
改
善
﹂
と
﹁
少
な
い
人

・
労
力
の
軽
減
）
な
ど
が
︑

ま
た
︑
生
産
性
の
向
上
等
に

向
け
た
﹁
中
継
輸
送
﹂︑﹁
ダ

ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
﹂︑﹁
自

動
運
転
﹂︑﹁
モ
ー
ダ
ル
シ
フ

ト
（
海
上
輸
送
）﹂
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
︒

　

今
回
は
︑
特
に
こ
の
生
産

性
向
上
に
向
け
た
輸
送
効
率

数
で
輸
送
で
き
る
仕
組
み
作

り
﹂
が
両
輪
で
は
な
い
か
と

考
え
て
き
ま
し
た
︒
も
ち
ろ

ん
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
で
の

﹁
ヒ
ト
﹂の
確
保
の
基
本
は
︑

事
業
者
の
自
助
努
力
に
あ
り

ま
す
︒

　

今
︑
そ
の
後
押
し
を
︑
政

府
が
積
極
的
に
実
施
し
始
め

て
い
ま
す
︒
具
体
的
に
は﹁
総

合
物
流
施
策
大
綱
﹂
や
﹁
自

動
車
運
送
の
働
き
方
改
革
﹂

に
お
い
て
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
確

保
へ
の
個
別
の
施
策
を
示
し

て
い
ま
す
︒
そ
こ
か
ら
見
て

と
れ
る
の
は
︑
ド
ラ
イ
バ
ー

確
保
に
は
︑
物
流
の
﹁
生
産

性
向
上
﹂と﹁
働
き
方
改
革
﹂

の
双
方
が
重
要
で
︑
荷
主
を

含
め
た
一
般
社
会
側
で
も
対

応
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
︒

す
で
に
実
行
さ
れ
て
い
る﹁
標

化
の
必
要
性
と
現
状
︑
今
後

の
対
応
等
に
つ
い
て
考
え
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
︒
も
ち

ろ
ん
︑
こ
れ
ま
で
に
も
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
者
も
荷
主
も

輸
送
の
効
率
化
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
︒
先
の
﹁
中
継

輸
送
﹂
や
﹁
連
結
ト
ラ
ッ
ク

≒

フ
ル
ト
レ
ー
ラ
﹂︑﹁
モ
ー

ダ
ル
シ
フ
ト
﹂
な
ど
は
︑
以

前
か
ら
必
要
性
や
効
果
が
い

わ
れ
て
き
ま
し
た
︒

　

し
か
し
︑
例
え
ば
中
継
輸

送
は
荷
物
や
ト
ラ
ッ
ク
が
う

ま
く
マ
ッ
チ
ン
グ
し
な
い
︑
フ

ル
ト
レ
ー
ラ
は
荷
物
が
集
ま

ら
な
い
︑
フ
ル
ト
レ
ー
ラ
で

は
今
の
施
設
に
入
れ
な
い
︑

モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
は
リ
ー
ド

タ
イ
ム
が
長
く
な
る
︑
等
々

の
理
由
か
ら
︑
そ
れ
ぞ
れ
な

か
な
か
導
入
が
進
み
ま
せ
ん

で
し
た
︒

　

確
か
に
こ
れ
ら
の
理
由
が

ハ
ー
ド
ル
と
な
っ
て
い
た
こ
と

は
事
実
で
し
ょ
う
が
︑
そ
も

そ
も
ド
ラ
イ
バ
ー
が
十
分
な

人
数
い
て
︑
単
車
で
の
長
距

離
運
行
で
輸
送
が
で
き
て
い

た
た
め
︑
積
極
的
に
導
入
し

な
く
て
も
済
ん
で
い
た
︑
と

も
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
︒

　

そ
れ
が
つ
い
に
長
距
離
ド

ラ
イ
バ
ー
の
確
保
が
難
し
く

な
り
︑
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に

は
輸
送
で
き
な
い
危
険
性
が

目
の
前
に
迫
り
︑
加
え
て
自

動
走
行
の
よ
う
な
新
た
な
技

術
が
進
ん
だ
た
め
︑
そ
れ
ぞ

　

過
去
に
も
﹃
広
報
と
ら
っ

く
﹄
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す

が
︑
中
継
輸
送
と
は
︑
例
え

や
効
果
を
説
明
し
︑
協
力
を

求
め
る
こ
と
で
︑
安
定
し
た

輸
送
力
の
確
保
に
繋
が
る
は

ず
で
す
︒

　

な
お
︑
導
入
の
条
件
整
備

等
を
考
え
れ
ば
︑
ま
ず
は
大

手
事
業
者
か
ら
の
先
行
導
入

が
進
む
と
み
ら
れ
ま
す
︒
し

か
し
︑
中
小
の
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
者
で
も
︑
大
手
事
業

者
と
の
連
携
強
化
︑
中
小
事

業
者
同
士
の
連
携
強
化
な
ど

に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と

で
︑
導
入
の
可
能
性
は
十
分

に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ま
す
︒

は
な
く
︑
運
行
の
途
中
で
中

継
す
る
輸
送
方
法
で
す
︒
大

手
の
特
積
み
事
業
者
等
で

は
︑
以
前
か
ら
実
施
例
が
あ

る
よ
う
で
す
︒
こ
の
方
式
の

メ
リ
ッ
ト
は
︑
ド
ラ
イ
バ
ー

を
途
中
で
交
替
さ
せ
る
こ
と

で
長
時
間
労
働
を
抑
え
た

り
︑
途
中
で
中
継
（
Ｕ
タ
ー

ン
）
す
る
こ
と
で
︑
毎
日
出

発
地
（
自
宅
）
に
戻
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
︒

　

筆
者
も
中
継
輸
送
の
ト
ラ

イ
ア
ル
輸
送
に
携
わ
っ
た
経

験
が
あ
り
ま
す
が
︑
半
信
半

疑
で
担
当
し
た
ド
ラ
イ
バ
ー

か
ら
﹁
毎
日
自
宅
に
帰
る
こ

と
が
で
き
︑
ト
ラ
ッ
ク
の
寝

台
で
は
な
く
自
分
の
布
団
で

寝
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
本

当
に
よ
い
﹂
と
の
感
想
を
言

わ
れ
た
経
験
が
あ
り
ま
す
︒

今こそ輸送の効率化に正面からの取り組みを！
輸送効率化特集❶

株
式
会
社　

日
通
総
合
研
究
所

リ
サ
ー
チ
＆
コ
ン
テ
ン
ツ
ユ
ニ
ッ
ト　

ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー　

大
島　

弘
明

寄  稿

政
府
が
積
極
的
後
押
し

政府の主導で進められている「働き方改革」。平成29年6月21日開催の「第２回生産
性向上国民運動推進協議会」でトラック運送業界における長時間労働の改善・生産
性向上に向けた取り組み事例を報告した

中継地点でトレーラを切り替え、他のトレーラにトレーラヘッドを連結して出
発地点に帰る方式の中継輸送を行う鴻池運輸㈱ 

「直ちに取り組む施策」（抜粋）
－長時間労働にブレーキ、生産性向上にアクセル－

Ⅰ．長時間労働是正のための環境整備
①労働生産性の向上

◎短い時間で効率的に運ぶ－様々なムダの解消－
「荷待ち時間」削減：トラックの予約調整システムの導入促進☆
「荷役時間」削減：パレット化等による機械荷役への転換促進☆
「宅配の再配達」削減：オープン型宅配ボックスの導入促進※
「走行時間」削減：高速道路の有効活用

◎たくさん運んで、しっかり稼ぐ
ダブル連結トラックの導入促進☆
トラック・バス・タクシー事業の「かけもち」制度化☆

◎運転以外の業務も効率化
ICT を活用した運行管理の効率化☆

②多様な人材の確保・育成
◎力仕事・泊まり勤務等からの解放
荷役の機械化支援☆、トラック・高速バスの中継輸送☆、
SA・PAの大型車駐車マス不足対策

◎誰でも働きやすい職場づくり
女性が働きやすい職場環境の整備

③取引環境の適正化
◎荷主・元請の協力の確保
荷主勧告制度の運用見直し☆、不適切な取引条件の改善に向けた取組

◎運賃・料金の適正収受
荷役等の運送以外の役務の対価の収受対策☆

「☆」を付した施策は ｢働き方改革実行計画」(平成29年 3月 ) 策定以降の新規施策
「※」を付した施策は強化施策
出典：自動車運送事業の働き方改革に関する関係省庁連絡会議（平成29年8月）公表資料より抜粋

ド
ラ
イ
バ
ー
確
保
に
向
け
て
の
対
応

輸
送
効
率
化
へ
の
本
格
的
な
取
り
組
み
へ

⑴
中
継
輸
送

「
他
産
業
並
み
労
働
条
件
へ
の
改
善
」

「
少
な
い
人
数
で
輸
送
で
き
る
仕
組
み
作
り
」

輸
送
効
率
化
に
4
つ
の
メ
ニ
ュ
ー

そ
の
現
状
と
実
現
可
能
性

物
流
の
「
生
産
性
向
上
」
と

「
働
き
方
改
革
」
双
方
必
要

　

現
在
注
目
さ
れ
て
い
る
「
中
継
輸
送
」、

「
ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
」、「
自
動
運
転
」、

「
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
（
海
上
輸
送
・
鉄
道
輸

送
）」
に
つ
い
て
、
こ
の
『
広
報
と
ら
っ
く
』

で
今
後
そ
れ
ぞ
れ
の
事
例
等
が
紹
介
さ
れ

る
予
定
で
す
が
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
、
こ

こ
で
紹
介
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

トラック・バス・タクシーの働き方改革 　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
喫
緊
の
課

題
と
な
っ
て
い
る﹁
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
の
長
時
間
労
働
﹂
と
﹁
ド
ラ
イ

バ
ー
不
足
﹂︒
こ
れ
ら
を
解
消
さ
せ

る
た
め
に
は
︑
輸
送
の
効
率
化
が
避

け
て
は
通
れ
な
い
︒
各
物
流
事
業
者

に
お
い
て
も
︑
輸
送
の
一
層
の
効
率

化
を
目
指
し
た
施
策
が
現
在
進
め
ら

れ
て
い
る
︒

　

そ
こ
で
︑﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄で
は
︑

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に
お
け
る
輸
送

効
率
化
を
目
指
す
た
め
の
様
々
な
取

り
組
み
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
︒
取
り

組
み
の
現
状
や
輸
送
効
率
化
の
効

果
︑
現
状
に
お
け
る
課
題
︑
ま
た
今

後
の
展
開
な
ど
に
つ
い
て
取
り
上
げ

て
い
く
︒

　

第
1
回
目
と
な
る
今
回
は
︑
㈱
日

通
総
合
研
究
所
の
大
島
弘
明
氏
に
︑

﹁
輸
送
効
率
化
に
向
け
た
取
り
組
み

の
現
状
と
今
後
の
可
能
性
﹂
に
つ
い

て
ご
寄
稿
い
た
だ
い
た
︒
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に
事
業
化
す
る
こ
と
を
目
指

す
と
さ
れ
て
お
り
︑
後
続
無

人
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
︑
２

０
１
７
年
度
に
テ
ス
ト
コ
ー

ス
︑
２
０
１
８
年
度
に
高
速

道
路
で
の
実
証
を
開
始
す
る

予
定
と
さ
れ
て
い
ま
す
︒

　

本
年
１
月
23
日
㈫
～
25
日

㈭
の
３
日
間
︑
新
東
名
高
速

道
路
の
遠
州
森
町
パ
ー
キ
ン

グ
エ
リ
ア
（
Ｐ
Ａ
）
～
浜
松

Ｓ
Ａ
（
約
15
㌔
㍍
）
で
︑
３

台
で
隊
列
を
形
成
し
︑
全
て

の
ト
ラ
ッ
ク
が
有
人
で
の
実

証
実
験
も
行
わ
れ
ま
し
た（
６

り
︑
改
め
て
モ
ー
ダ
ル
シ
フ

ト
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
と

な
っ
て
い
ま
す
︒

　

鉄
道
輸
送
の
担
い
手
で
あ

る
日
本
貨
物
鉄
道
㈱
（
Ｊ
Ｒ

貨
物
）
で
は
︑
輸
送
ダ
イ
ヤ

の
見
直
し
等
に
よ
っ
て
需
要

の
高
い
輸
送
ル
ー
ト
を
強
化

し
た
り
︑
臨
時
列
車
や
専
用

列
車
の
増
強
︑
土
曜
日
・
日

曜
日
の
活
用
な
ど
で
輸
送
力

の
ア
ッ
プ
を
進
め
て
い
ま
す
︒

　

ま
た
︑
海
上
輸
送
で
も
︑

長
距
離
フ
ェ
リ
ー
の
新
船
導

入
や
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
の
新
規
航

路
の
開
設
な
ど
モ
ー
ダ
ル
シ

フ
ト
へ
の
環
境
が
向
上
し
つ
つ

あ
り
ま
す
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
も
︑
フ
ェ

リ
ー
や
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
を
組
み

合
わ
せ
て
輸
送
す
る
こ
と
で
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
の
運
行
の
適
正

化
も
期
待
で
き
る
と
こ
ろ
と

な
り
ま
す
︒

　

繰
り
返
し
と
な
り
ま
す

が
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

に
と
っ
て
追
い
風
が
吹
い
て
い

　

フ
ル
ト
レ
ー
ラ
を
活
用
す

る
こ
と
で
︑
通
常
の
大
型
10

㌧
ト
ラ
ッ
ク
２
台
分
を
１
人

の
ド
ラ
イ
バ
ー
で
輸
送
す
る

も
の
で
す
︒

　

現
在
の
ト
ラ
ッ
ク
の
全
長

規
制
は
21
㍍
で
す
が
︑
現
在

全
長
を
25
㍍
へ
緩
和
す
る
こ

と
を
検
討
し
て
お
り
︑
昨
年

の
秋
か
ら
ヤ
マ
ト
運
輸
㈱
や

福
山
通
運
㈱
で
は
︑
全
長
25

㍍
の
ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク

　

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
関
す
る

自
動
運
転
は
︑
①
ト
ラ
ッ
ク

の
自
動
隊
列
走
行
︑
②
ラ
ス

ト
ワ
ン
マ
イ
ル
自
動
運
転
︑

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
︒

　

①
ト
ラ
ッ
ク
の
自
動
隊
列

走
行
は
︑
先
頭
車
両
に
は
ド

ラ
イ
バ
ー
が
乗
車
し
︑
有
人

で
ト
ラ
ッ
ク
を
運
転
︒
先
頭

車
両
と
後
続
車
両
を
電
子
的

に
連
結
す
る
こ
と
で
隊
列
を

形
成
し
︑
後
続
車
両
は
自
動

走
行
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て
無

人
走
行
す
る
と
い
う
も
の
で

す
︒
早
け
れ
ば
２
０
２
２
年

　

ト
ラ
ッ
ク
の
長
距
離
輸
送

を
海
上
輸
送
や
鉄
道
輸
送
に

代
え
て
い
こ
う
と
す
る
モ
ー

ダ
ル
シ
フ
ト
も
︑
以
前
か
ら

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
削
減
等
の

効
果
を
期
待
さ
れ
︑
取
り
組

ま
れ
て
き
ま
し
た
︒

　

し
か
し
︑
鉄
道
や
船
舶
の

輸
送
能
力
が
限
ら
れ
て
い
た

り
︑
リ
ー
ド
タ
イ
ム
が
延
び

る
こ
と
な
ど
か
ら
︑
長
距
離

ト
ラ
ッ
ク
の
役
割
が
大
き
く

変
わ
ら
ず
に
き
ま
し
た
︒
そ

の
長
距
離
ト
ラ
ッ
ク
の
ド
ラ

イ
バ
ー
不
足
が
契
機
と
な

　

中
継
方
法
と
し
て
は
︑
①

ド
ラ
イ
バ
ー
が
交
替
す
る
方

法
︑
②
ト
レ
ー
ラ
ヘ
ッ
ド
を

交
換
す
る
方
法
︑
③
荷
物
を

積
み
替
え
る
方
法
︑
な
ど
が

あ
り
ま
す
︒
確
か
に
中
継
に

マ
ッ
チ
す
る
荷
物
が
あ
る
か
︑

時
間
が
合
う
か
︑
積
み
替
え

の
場
所
が
あ
る
か
︑
ト
ラ
ッ

ク
と
ド
ラ
イ
バ
ー
が
固
定
の

場
合
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
交
替

が
難
し
い
等
々
ハ
ー
ド
ル
は

あ
り
ま
す
︒
し
か
し
発
想
を

転
換
し
︑
帰
り
荷
を
融
通
し

合
っ
て
い
る
同
業
者
や
荷
主

と
も
情
報
交
換
す
る
こ
と

で
︑
少
し
ず
つ
で
も
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
が
で
き
る
可

能
性
は
十
分
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
︒
近
々
に
は

高
速
道
路
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

（
Ｓ
Ａ
）
を
中
継
拠
点
と
し

て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
︑

と
の
情
報
も
あ
り
ま
す
︒

・
７
面
に
詳
細
）︒
予
定
通
り

に
事
業
化
さ
れ
れ
ば
︑
３
台

の
ト
ラ
ッ
ク
を
ド
ラ
イ
バ
ー

１
人
で
運
行
で
き
る
た
め
︑

　

リ
ー
ド
タ
イ
ム
が
延
び
る

こ
と
に
つ
い
て
は
︑
荷
主
の

理
解
と
協
力
を
得
る
こ
と
が

少
な
い
人
数
の
ド
ラ
イ
バ
ー

で
の
運
行
が
可
能
と
な
る
効

果
が
期
待
さ
れ
ま
す
︒

　

ま
た
︑
②
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ

イ
ル
自
動
運
転
は
︑
中
山
間

地
域
の
﹁
道
の
駅
﹂
等
を
拠

点
と
し
た
自
動
運
転
サ
ー
ビ

ス
の
社
会
実
験
・
実
装
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
︒
人
と
モ
ノ
の

双
方
を
対
象
に
し
て
お
り
︑

例
え
ば
宅
配
便
や
農
産
物
の

集
出
荷
等
へ
の
利
用
が
想
定

さ
れ
て
い
ま
す
︒
中
山
間
地

域
で
の
輸
送
の
効
率
化
策
と

し
て
期
待
さ
れ
ま
す
︒

不
可
欠
と
な
り
ま
す
の
で
︑

安
定
し
た
輸
送
力
を
確
保
す

る
こ
と
を
共
通
の
目
的
と
し

て
︑
荷
主
と
の
協
議
の
場
を

積
極
的
に
設
け
て
い
く
こ
と

も
重
要
と
考
え
ま
す
︒

る
今
こ
そ
︑
輸
送
の
効
率
化

に
正
面
か
ら
取
り
組
む
時
期

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
︒
特

に
改
善
基
準
告
示
の
遵
守
が

厳
し
い
長
距
離
輸
送
な
ど

は
︑
従
来
の
常
識
に
と
ら
わ

れ
な
い
発
想
で
輸
送
の
仕
組

み
を
再
構
築
し
︑
働
き
や
す

い
労
働
環
境
に
改
善
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
︒

を
導
入
し
︑
実
証
実
験
を
行

っ
て
い
ま
す
︒

　

こ
の
ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ

ク
は
︑
後
部
の
ト
レ
ー
ラ
を

通
常
の
ト
ラ
ク
タ
で
け
ん
引

で
き
る
た
め
︑
後
部
に
は
他

社
の
ト
レ
ー
ラ
を
け
ん
引
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
︒

　

全
国
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

協
会
で
は
︑
ダ
ブ
ル
連
結
ト

ラ
ッ
ク
の
共
同
利
用
を
考
え

る
研
究
会
を
立
ち
上
げ
︑
後

部
の
ト
レ
ー
ラ
を
レ
ン
タ
ル

形
式
に
す
る
な
ど
︑
大
き
な

設
備
投
資
を
か
け
ず
に
使
え

る
仕
組
み
を
検
討
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
︒
そ
の
よ
う

な
仕
組
み
が
で
き
る
と
中
小

事
業
者
で
も
︑
例
え
ば
幹
線

輸
送
の
部
分
は
︑
ダ
ブ
ル
連

結
ト
ラ
ッ
ク
の
メ
リ
ッ
ト
を

享
受
で
き
る
可
能
性
が
高
ま

る
で
し
ょ
う
︒

新
た
な
発
想
で
の

輸
送
の
仕
組
み
作
り
を

ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
の
自
動
運
転
を

目
指
し
平
成
29
年
9
月
か
ら
全
国
で

自
動
運
転
実
証
実
験
が
始
ま
っ
た

ドライバーの長時間労働削減に有効なフェリー航送

北越急行㈱と佐川急便㈱は、平成29年4月から新潟県南魚沼市の六日町
駅～同県上越市のうらがわら駅間で貨客混載事業に取組んでいる

出典：国土交通省

トラックによる幹線部分の輸送を
一部鉄道や船を利用します

船
集配トラック

集配トラック

集配トラック

集配トラック

集配トラック

集配トラック

トラック

鉄道

幹線トラック

モーダルシフトのイメージ

出典：国土交通省ホームページより

自動隊列走行のイメージ図

走行イメージ

出典：「中継輸送の実施に当たって（実施の手引き）」平成 29年３月、国土交通省

中継輸送のイメージ図
⑵
ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク

⑶
自
動
運
転

⑷
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
（
海
上
輸
送
・
鉄
道
輸
送
）

通
常
の
大
型
ト
ラ
ッ
ク
2
台
分
の
貨
物
輸
送
が
可
能
な
ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
。
写
真
上
は
ヤ
マ
ト
運
輸
㈱
、同
下
は
日

本
梱
包
運
輸
倉
庫
㈱
（
※
写
真
㊨
の
車
両
は
ど
ち
ら
も
全
長
21
㍍
）
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今
回
の
実
証
実
験
に
は
︑

日
野
自
動
車
㈱
︑
い
す
ゞ
自

動
車
㈱
︑
三
菱
ふ
そ
う
ト
ラ

ッ
ク
・
バ
ス
㈱
︑
Ｕ
Ｄ
ト
ラ

ッ
ク
ス
㈱
の
大
型
ト
ラ
ッ
ク

メ
ー
カ
ー
４
社
が
参
加
︒
４

社
が
共
同
で
開
発
し
た
﹁
協

調
型
車
間
距
離
維
持
支
援
シ

ス
テ
ム
（
Ｃ
Ａ
Ｃ
Ｃ
）﹂
を

搭
載
し
た
ト
ラ
ッ
ク
３
台
が

隊
列
を
組
ん
で
走
行
し
︑
１

台
は
隊
列
の
後
方
を
追
従
し

た
︒
実
証
実
験
は
１
回
15
㌔

㍍
で
︑
13
回
走
行
︒
そ
の
た

び
に
隊
列
の
車
両
を
順
に
入

れ
替
え
て
︑
全
社
が
隊
列
走

行
実
験
に
加
わ
っ
た
︒

　

Ｃ
Ａ
Ｃ
Ｃ
は
︑
車
車
間
通

信（
７
６
０
MHz
Ｉ
Ｔ
Ｓ
通
信
）

で
先
行
車
の
制
御
情
報
を
受

信
︑加
減
速
を
自
動
で
行
い
︑

車
間
距
離
を
一
定
に
保
つ
機

能
︒
一
方
︑
Ａ
Ｃ
Ｃ
（
定
速

走
行
・
車
間
距
離
制
御
装

置
）
は
︑
先
行
車
両
と
自
車

と
の
車
間
距
離
を
︑
自
車
の

機
器
の
み
で
計
測
・
計
算
し

て
自
動
で
車
間
距
離
を
保
つ

機
能
︒
Ｃ
Ａ
Ｃ
Ｃ
は
４
社
共

同
で
開
発
し
︑
Ａ
Ｃ
Ｃ
に
つ

い
て
は
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
ー

カ
ー
が
開
発
し
た
技
術
を
使

用
し
た
︒
共
同
開
発
と
し
た

点
に
つ
い
て
は
︑
コ
ネ
ク
テ
ッ

ド
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
ズ
と

の
考
え
方
で
︑
企
業
同
士
が

連
携
し
て
行
う
こ
と
が
大
切

だ
と
い
う
観
点
か
ら
進
め
た
︒

　

今
回
の
実
証
実
験
は
︑
異

な
る
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
車
両

・
Ａ
Ｃ
Ｃ
を
Ｃ
Ａ
Ｃ
Ｃ
に
よ

っ
て
制
御
す
る
こ
と
に
意
味

が
あ
る
と
い
え
る
︒
車
間
距

離
の
変
動
を
少
な
く
抑
え
ら

れ
︑
長
距
離
を
走
る
ド
ラ
イ

バ
ー
の
疲
労
軽
減
に
繋
が
る

と
し
て
い
る
︒
今
回
は
︑
車

両
間
の
距
離
は
約
30
～
35
㍍

と
余
裕
を
も
っ
て
設
定
さ
れ

た
が
︑
今
後
は
さ
ら
に
車
間

距
離
を
短
く
す
る
こ
と
で
空

気
抵
抗
が
減
る
た
め
︑
燃
費

改
善
効
果
も
期
待
さ
れ
て
い

る
︒ 

　

実
験
が
行
わ
れ
た
の
は
︑

物
流
の
大
動
脈
で
あ
る
新
東

名
高
速
道
路
の
浜
松
サ
ー
ビ

ス
エ
リ
ア
（
Ｓ
Ａ
・
静
岡
県

浜
松
市
）
か
ら
遠え

ん
し
ゅ
う
も
り
ま
ち

州
森
町
パ

ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
（
Ｐ
Ａ
・

静
岡
県
森
町
）︒
ま
た
︑
高

低
差
へ
の
対
応
等
を
確
認
し

た
北
関
東
自
動
車
道
の
壬み

ぶ生

Ｐ
Ａ
～
笠
間
Ｐ
Ａ
の
２
区
間
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
１
台
の
全
長
は

約
12
㍍
で
︑
各
ト
ラ
ッ
ク
の

車
間
は
約
30
～
35
㍍
︒
先
頭

車
か
ら
後
続
車
ま
で
は
約
１

０
０
㍍
の
長
さ
に
な
り
︑
実

験
で
は
周
辺
を
走
る
一
般
ド

ラ
イ
バ
ー
の
受
容
性
や
ト
ラ

ッ
ク
隊
列
が
周
辺
を
走
る
車

に
及
ぼ
す
影
響
な
ど
を
確
認

し
た
︒
な
お
︑
公
道
で
の
初

の
実
証
実
験
だ
け
に
︑
今
回

は
す
べ
て
有
人
︒
２
台
目
︑

３
台
目
の
ト
ラ
ッ
ク
に
は
︑

監
視
要
員
と
し
て
ド
ラ
イ
バ

ー
と
シ
ス
テ
ム
担
当
者
が
乗

り
込
み
︑
緊
急
の
場
合
な
ど

に
マ
ニ
ュ
ア
ル
操
作
を
行
う
︒

　

新
東
名
で
の
実
験
の
結

果
︑
13
回
の
隊
列
走
行
中
︑

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ（
Ｉ
Ｃ
）

か
ら
の
合
流
車
両
の
割
り
込

み
が
１
回
︑
ま
た
︑
本
線
か

ら
Ｓ
Ａ
へ
流
出
す
る
車
両
の

割
り
込
み
が
１
回
の
計
２
回

発
生
し
た
︒
ま
た
︑
Ｃ
Ａ
Ｃ

Ｃ
を
解
除
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル

走
行
中
に
は
︑
本
線
が
３
車

線
か
ら
２
車
線
に
車
線
が
減

少
す
る
箇
所
で
︑
３
回
の
割

り
込
み
が
あ
っ
た
︒

　

車
間
距
離
が
約
35
㍍
と
長

め
に
設
定
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
他
車
両
の
割
り
込
み
を
生

じ
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
︑
今

後
は
適
切
な
車
間
距
離
に
つ

い
て
の
検
討
が
必
要
と
思
わ

れ
る
︒

　

今
回
の
実
験
で
は
後
続
車

に
も
ド
ラ
イ
バ
ー
が
乗
り
ハ

ン
ド
ル
操
作
を
行
っ
た
が
︑

２
０
１
９
年
１
月
に
は
後
続

車
を
無
人
（
後
続
車
に
も
緊

急
対
応
用
ド
ラ
イ
バ
ー
は
乗

車
）
に
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を

搭
載
し
た
隊
列
走
行
の
実
証

実
験
を
実
施
し
︑
２
０
２
０

年
に
は
高
速
道
路
で
後
続
車

が
無
人
の
隊
列
走
行
を
実
現

し
た
い
考
え
だ
︒

　

さ
ら
に
︑
早
け
れ
ば
２
０

２
２
年
に
は
先
頭
の
ト
ラ
ッ

ク
の
み
有
人
で
︑
後
続
の
ト

ラ
ッ
ク
は
無
人
と
な
る
技
術

の
商
業
化
を
目
指
し
て
い
る
︒

　

な
お
︑
今
回
の
実
験
に
つ

い
て
自
動
運
転
の
レ
ベ
ル
は
︑

複
数
の
操
作
を
自
動
化
し
た

﹁
レ
ベ
ル
２
﹂（
０
～
５
で
５

が
最
高
段
階
）
に
相
当
す
る

と
い
う
︒

1
9 52

23
25

27
富士山富士山 横浜市横浜市

横須賀市横須賀市

秦野市秦野市
藤沢市藤沢市

小田原市小田原市富士市富士市

沼津市沼津市静岡市静岡市

藤枝市藤枝市

浜松市浜松市
豊橋市豊橋市

岡崎市岡崎市

四日市市四日市市 豊田市豊田市

名古屋市名古屋市

多治見市多治見市
岐阜市岐阜市

大垣市大垣市

稲沢市稲沢市

彦根市彦根市

東近江市東近江市

津市津市

松阪市松阪市

大津市大津市
京都市京都市

宇治市宇治市

奈良市奈良市大阪市大阪市

堺市堺市

天竜川天竜川

上野部上野部

遠江一宮遠江一宮
円田円田 原田原田

敷地敷地
豊岡豊岡フルーツパークフルーツパーク

常葉大学前常葉大学前 遠州森町スマートIC（PA） 森掛川

新東名高速浜松スマートIC（SA）

362

152

362

岩水寺岩水寺

今回の実証実験実施区間

遠江小林遠江小林
遠州鉄道

新東名高速上り方向を走行する隊列走行（平成30年1月23日、静岡県磐田市・新平山跨道橋）。先頭のいすゞ 自動車のトラックの前に隊
列全体を先導する乗用車が走り、先頭車の後を約35メートルの車間距離で三菱ふそうトラック・バス、そしてUDトラックスの車両が続く。
日野自動車のトラックは、隊列の後ろを追従して走行した

1月23日に公開された実証実験は2回。写真は、2回目の新東名高速下り線・浜松SA付近跨道橋を通過す
る隊列。1回目と先頭車両が入れ替わり日野自動車、UDトラックス、三菱ふそうトラック・バス、の順。い
すゞ 自動車のトラックは後方を追従した

　

経
済
産
業
・
国
土
交
通
両
省
と
国
内
ト

ラ
ッ
ク
メ
ー
カ
ー
４
社
に
よ
る
高
速
道
路
上

で
の
隊
列
走
行
実
証
実
験
が
︑
１
月
23
日

〜
25
日
に
新
東
名
高
速
道
路
で
︑
ま
た
︑

同
31
日
〜
２
月
１
日
に
は
北
関
東
自
動
車

道
で
行
わ
れ
た
︒
政
府
が
進
め
る
﹁
未
来

投
資
戦
略
２
０
１
７
﹂
の
︑
高
速
道
路
で
の

ト
ラ
ッ
ク
隊
列
走
行
の
商
業
化
を
目
指
す

取
り
組
み
の
一
環
で
︑
複
数
の
ト
ラ
ッ
ク
メ

ー
カ
ー
が
共
同
開
発
し
た
シ
ス
テ
ム
を
使

い
︑
一
定
の
距
離
を
保
ち
な
が
ら
隊
列
走
行

す
る
実
験
︒
公
道
で
の
実
験
は
世
界
初
の

こ
と
と
な
る
︒

　

実
験
で
は
︑
通
信
機
能
を
搭
載
し
た
ト

ラ
ッ
ク
３
台
が
全
長
約
１
０
０
㍍
の
隊
列
を

組
み
︑
車
間
距
離
35
㍍
を
維
持
し
た
ま
ま

左
側
車
線
を
走
行
し
た
︒
ハ
ン
ド
ル
操
作

は
そ
れ
ぞ
れ
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
行
っ
た
が
︑

ア
ク
セ
ル
や
ブ
レ
ー
キ
を
操
作
し
た
の
は

先
頭
の
ト
ラ
ッ
ク
の
み
︒
後
続
車
は
︑
先
頭

車
か
ら
送
ら
れ
る
情
報
に
基
づ
い
て
︑
自

動
的
に
加
減
速
し
た
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
で
は
︑
経
営
効
率
の

改
善
や
少
子
高
齢
化
な
ど
に
よ
る
ド
ラ
イ

バ
ー
不
足
へ
の
対
応
︑
そ
し
て
安
全
性
向
上

の
観
点
等
か
ら
隊
列
走
行
へ
の
期
待
が
大

き
い
︒
特
に
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
問
題
に
関
し

て
は
深
刻
化
し
て
お
り
︑
業
界
の
存
続
に

も
か
か
わ
る
重
要
な
問
題
と
認
識
さ
れ
て

い
る
︒

トラック隊列走行実証実験レポート
輸送効率化特集❷

Ｃ
Ａ
Ｃ
Ｃ
技
術
活
用
し
公
道
で
世
界
初

２
０
２
２
年
に
は
商
業
化
目
指
す

３
台
が
全
長
約
１
０
０
㍍
の
隊
列
で
走
行

先
頭
車
の
み
加
減
速
操
作
、
車
間
距
離
は
約
35
㍍
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プロトラックドライバーに求められる知識の集大成

トラック協会、日貨協連傘下会員

     送料は日貨協連ホームページでご確認ください 。

ー指導・監督指針の内容（12項目）を網羅ー
①トラックドライバーの心構え
②トラック運送事業と関係法令
③ドライバーの日常業務
④過労運転の防止と緊急時の対応
⑤トラックの構造と特性に合わせた運転

⑥トラクタとトレーラの構造と特性に合わせた運転
⑦貨物の正しい積載方法と労働災害の防止
⑧危険物を輸送する場合に留意すべき事項
⑨危険の予測及び回避
⑩安全運転のための心身の健康管理　　　　　　

事業用トラックドライバー研修テキスト（全10分冊）
　準中型免許の新設に伴い、ドライバー教育の充実・強化を目的と
して、「貨物自動車運送事業者が事業用自動車の運転者に対して行
う指導及び監督の指針」（平成13年国土交通省告示 1366 号）の
一部が改正されました。
 　この改正により、「事業用自動車を運転する場合の心構え」など
の 12 項目の指導内容について、初任運転者への 15 時間以上の教
育実施が義務付けされたほか、全ての事業用トラックドライバーに
ついても、継続的かつ計画的に指導・監督を行うことが求められて
います。
　この「事業用トラックドライバー研修テキスト」は、新たな指導・
監督指針に準拠し、トラック運送事業者が適切に対応できるよう、

（公社）全日本トラック協会によって制作されました。

お問合せは 
日貨協連テキスト販売係まで

Tel:０３－３３５５－２０３１
Fax:０３－３３５５－２０３７

定価

全 10 分冊 

税　別
送料別

会員
価格

8,000

5,000円

円

税　別
送料別

A4判ケース付き

ホームページアドレス    http://www.nikka-net.or.jp

全トラックドライバー必読 !
運行管理者も必携 !

〒 1 6 0 - 0 0 0 4   東 京 都 新 宿 区 四 谷 3 丁 目 2 番 5  ( 全 日 本 ト ラ ッ ク 総 合 会 館 9 階 )

プロトラックドライバーに求められる知識の集大成

　全 10 分冊

全ト協制作

食
　
文
　
化

ほんのヒトコマ ［第14回］

意地悪じいさんの雪かき…!?

124「
西
イ
チ
グ
ル
メ
の
旅
③
」 

広
島『
は
ぶ
て
焼
き
』丼

　

春
霞
に
か
す
ん
だ
瀬
戸
内

海
は
︑
い
つ
ま
で
見
て
も
見

飽
き
な
い
︒
じ
っ
く
り
味
わ

う
な
ら
︑
Ｓ

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
Ａ
で
一
休
み
す

る
の
が
お
す
す
め
︒

　

山
陽
自
動
車
道
・
宮
島
Ｓ

Ａ
（
下
り
線
）の
レ
ス
ト
ラ
ン

﹁
磯
も
み
じ
﹂
は
︑
客
席
の

す
ぐ
横
が
大
き
な
窓
に
な
っ

て
い
て
︑
そ
の
向
こ
う
に
は

瀬
戸
内
海
が
お
っ
と
り
と
横

た
わ
っ
て
い
る
︒
目
を
こ
ら

せ
ば
︑
は
る
か
に
嚴い

つ
く
し
ま島
神
社

の
赤
い
鳥
居
も
見
え
る
︒

　

さ
ら
に
︑
こ
こ
で
は
お
い

し
い
丼
が
い
た
だ
け
る
︒
そ

れ
が
︑
西
日
本
高
速
道
路
㈱

主
催
の
﹁
西
イ
チ
グ
ル
メ
決

定
戦
﹂
で
準
グ
ラ
ン
プ
リ
を

受
賞
し
た
﹁
広
島
﹃
は
ぶ
て

焼
き
﹄
丼
﹂︒
藤
井
潔
料
理

長
と
ス
タ
ッ
フ
が
﹁
広
島
名

は
難
し
い
か
ら
︑
嫁
が
ふ
く

れ
っ
面
を
す
る
︙
︙
と
い
う

の
が
語
源
だ
そ
う
な
︒

　
﹁
磯
も
み
じ
﹂
の
は
ぶ
て
焼

き
丼
は
︑
ご
当
地
名
物
の
穴

子
︑
鯛
︑
牡
蠣
を
焼
い
て
︑

煮
て
︑
丼
飯
の
上
に
載
せ
た

ワ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
︒
た
だ
し
︑

魚
介
は
別
々
に
煮
て
寝
か
せ
︑

一
方
で
は
︑
そ
れ
ぞ
れ
を
煮

出
し
た
だ
し
汁
と
牡
蠣
醤
油

香
を
プ
ラ
ス
す
る
︒
三
番
目

は
︑
海
苔
︑
三
つ
葉
︑
わ
さ

び
を
薬
味
に
し
て
︑
か
つ
お

だ
し
を
か
け
て
お
茶
漬
け
に

す
る
︒

　

瀬
戸
内
の
魚
介
は
ひ
と
味

お
い
し
い
し
︑
添
え
ら
れ
た

レ
モ
ン
も
︑
広
島
菜
の
漬
物

も
地
元
産
︒
広
島
の
幸
を
と

こ
と
ん
味
わ
え
る
丼
な
の
だ
︒

 
 

（
む
か
さ
・
ち
え
こ
）

物
を
ぎ
っ
し
り
盛
り
込
も
う
﹂

と
編
み
出
し
た
ア
イ
デ
ア
丼

で
あ
る
︒

　
﹁
は
ぶ
て
焼
き
﹂
と
は
︑

煮
魚
を
焼
い
た
広
島
の
郷
土

料
理
︒
つ
ま
り
︑
薄
味
で
煮

た
魚
介
を
︑
さ
ら
に
網
焼
き

し
た
も
の
だ
︒﹁
は
ぶ
て
る
﹂

は
﹁
ふ
く
れ
っ
面
に
な
る
﹂

と
い
う
広
島
弁
で
︑
身
が
軟

ら
か
く
な
っ
た
魚
を
焼
く
の

ベ
ー
ス
の
だ
し
を
合
わ
せ
て

お
く
︒

　

で
は
︑
い
た
だ
き
ま
し
ょ

う
︒
楽
し
み
方
が
三
段
構
え

に
な
っ
て
い
る
の
が
う
れ
し

い
︒
初
め
は
そ
の
ま
ま
食
べ

る
︒
こ
れ
は
こ
れ
で
ボ
リ
ュ
ー

ム
感
が
い
い
具
合
だ
︒
次
は
︑

先
ほ
ど
合
わ
せ
て
お
い
た
だ

し
汁
を
た
っ
ぷ
り
か
け
回
し
︑

コ
ク
の
あ
る
う
ま
味
と
焦
げ

法令　　  クイズ
マル　 バツ

 〜警音器編〜
 【解 答】２面に問題

❶ ×（道交法第54条第1項）警笛区間の標
識のある区間内では、左右の見とおしのき
かない交差点、見とおしのきかない道路の
まがりかど又は見とおしのきかない上り坂
の頂上を通行するときに警音器を使用する
と定められており、警笛区間内なら、どこ
で警音器を使用してもよいということではな
い。 
❷ ○（道交法第54条第2項）法令の規定に
より警音器を鳴らさなければならないことと
されている場合を除き、警音器を鳴らしては
ならない。ただし、危険を防止するためや
むを得ないときは、この限りでない。
❸ ×（標識令・規制標識328）「警笛鳴ら

せ」の標識のあるところでは警音器を使用し
なければならず、必要に応じて使用すれば
よいというものではない。
❹ ○（教則第6章第4節 悪天候など3-2）霧
のときは、危険を防止するために、必要に
応じて警音器を使用する。
❺ ○（教則第6章第5節 緊急時の措置7）対
向車と正面衝突のおそれが生じたときは、
警音器とブレーキを同時に使い、できる限り
左側によける。衝突の寸前まであきらめな
いで、少しでもブレーキとハンドルでかわす
ようにする。もし道路外が危険な場所でない
ときは、道路外に出ることをためらってはい
けない。

　CACC（Cooperative Adaptive 
Cruise Control）は、ACCに加えて車
両と車両の間の通信によって、他車
の加減速情報を共有することで、より
精密な車間距離制御を行うシステム。 
CACCでは、ACCより短い車間距離
での走行や、制御の遅れによる車間
の変動が少ない、より安定した走行
が可能となる。今回の参加車両の左
サイドミラー上に通信アンテナを設置
し（写真㊤）760MHzを使用して情報
をやり取りした

　ACC（Adaptive Cruise Control）
は、車両の前方に搭載したミリ波
レーダ（写真㊦）やカメラ（写真㊤）を
用いて、前方を走行する車両との
車間距離を自動で適切に保ち、ド
ライバーのアクセルやブレーキ操
作を減らし、疲労軽減に寄与する。
システムによっては、必要に応じて
ドライバーへの警告を行い、衝突
の可能性がある場合は衝突被害
軽減ブレーキが作動するものもあ
る

　平成30年1月23日に行われた
実証実験を前に勢ぞろいした大
型トラックメーカー4社の参加車
両（静岡県浜松市の新東名高速道
路浜松SA）

　隊列走行実証実験中のト
ラックであることを一般走行
車両へ注意喚起するために、
緑色のLEDライトを点滅させ
ながら走行した。LEDライト
は、キャビン上部左右、サイド
バンパー（サイドガイド）中央
左右、リアバンパー左右端の
合計６か所に設置した（写真
㊨はリアバンパー）

実証実験に参加した大型トラック。左からいすゞ 自動車㈱、三菱ふそうトラック・バス㈱、UDトラックス㈱、日野自動車㈱

一
般
走
行
車
両
へ
の
注
意
喚
起
の
た

め
に
、
実
験
車
両
の
サ
イ
ド
と
後
部
に

は
、「
ト
ラ
ッ
ク
隊
列
走
行
実
証
実
験
」

の
文
字
が
表
示
さ
れ
た
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「認証基準」、「取組事例」、「出前説明会」など 詳細は

認証取得後8トン以上のトラックで3.4％の燃費向上、車両故障件数16.5％減少。
交通事故発生件数24.2％減少など（グリーン経営認証取得による効果・平成27年版より）環境改善にとどまらない効果。

東京都千代田区五番町10番地五番町KUビル3階〒102-0076

http://www.ecomo.or.jp
☎03-3221-7636

認
証
取
得
に
向
け
た

講
習
会
の
ご
案
内

荷主企業や元請物流事業者が、協力会社向けに開催
する社内講習会等に当財団の担当者が出向き、グリー
ン経営について説明する取組です。

講習会は、エコモ財団の担当者がグリーン経営について説明します。
既に認証登録をされている事業者の皆様の参加も可能です。

https://www.green-m.jp/https://www.green-m.jp/グリーン経営専用ホームページグリーン経営専用ホームページ
「出前説明会」受付中！

グリーン経営認証で環境にやさしい取組を！グリーン経営認証で環境にやさしい取組を！

で 検 索グリーン経営

日　時 場　所 主催 問合せ先対象業種

トラック
バス、タクシー

トラック

倉庫、港湾運送
旅客船、内航海運

倉庫

2月28日（水）

2月28日（水）

3月14日（水）

中部運輸局

近畿運輸局

関東運輸局

エコモ財団
グリーン経営講習会係
☎03-3221-7636

AP大阪淀屋橋 ３階 Kルーム
大阪府大阪市中央区北浜3-2-25
京阪淀屋橋ビル

TKP大宮ビジネスセンター カンファレンスルーム5
埼玉県さいたま市大宮区仲町２丁目26
富士ソフトビル5F

AP名古屋.名駅 8Ｆ Ａルーム
愛知県名古屋市中村区名駅4-10-25名駅IMAIビル

静岡県男女共同参画センターあざれあ 502会議室
静岡県静岡市駿河区馬渕1丁目17-1

2月20日（火） 13時30分～16時30分

2月21日（水） 13時30分～16時30分

9時30分～12時00分

13時30分～16時30分

13時30分～16時30分

2018・2・15

▼
暖
簾
越
し

に
店
内
を
覗

く
と
︑
既
に

満
席
状
態
で

し
た
︒
瀬
戸

内
の
港
町
の
食
堂
で
の
こ
と
で
す
︒
年
輩

の
お
じ
さ
ん
逹
は
︑
皆
一
様
に
新
聞
を
片

手
に
ビ
ー
ル
を
飲
ん
で
︑
一
喜
一
憂
し
て

い
ま
す
︒
そ
う
︑
近
く
の
競
艇
場
で
の
レ

ー
ス
に
︑
全
神
経
を
集
中
し
て
い
る
の
で

す
︒
こ
の
食
堂
は
︑
競
艇
フ
ァ
ン
の
お
じ

さ
ん
達
の
巣
窟
だ
っ
た
の
で
す
︒
▼
お
品

書
き
の
下
の
お
か
ず
を
各
々
が
手
に
取

り
︑
馴
染
み
の
客
同
士
が
情
報
交
換
し
な

が
ら
﹁
勝
ち
﹂
を
取
り
に
︒
お
品
書
き
を

見
る
と
︑
何
と
食
事
は
全
て
４
５
０
円
以

下
で
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
︒
私
は
空
い
て

い
る
最
後
の
テ
ー
ブ
ル
に
座
り
︑
魚
の
煮

付
け
と
冷
奴
︑漬
け
物
を
注
文
し
ま
し
た
︒

店
内
を
見
回
し
︑
こ
ん
な
食
堂
も
あ
る
の

だ
と
妙
に
感
心
し
て
し
ま
い
ま
し
た
︒
不

思
議
と
居
心
地
が
良
く
︑
ま
る
で
親
戚
の

叔
父
︑
叔
母
と
い
る
か
の
よ
う
で
す
︒
で

も
︑
食
事
を
し
な
が
ら
聞
こ
え
る
の
は
競

艇
の
話
が
半
分
で
︑
残
り
半
分
は
各
々
の

家
庭
の
内
幕
で
︑
身
に
つ
ま
さ
れ
る
も
の

で
し
た
︒
▼
テ
レ
ビ
で
実
況
放
映
さ
れ
る

競
艇
の
場
面
を
支
え
る
裏
方
の
お
じ
さ
ん

達
の
現
実
の
世
界
は
︑
か
く
も
ほ
ろ
苦
い

も
の
で
し
た
︒
お
勘
定
は
︑
懐
か
し
の
算

盤
で
主
人
が
自
ら
各
々
の
テ
ー
ブ
ル
に
行

き
精
算
し
ま
す
︒
五
つ
珠
が
素
早
く
親
指

と
人
差
し
指
で
弾
か
れ
︑
ご
名
算
で
す
︒

▼
店
を
出
る
と
︑
通
り
に
人
影
は
な
く
︑

車
に
依
存
す
る
生
活
が
鮮
明
に
浮
き
彫
り

に
︒
快
晴
の
中
︑
車
を
走
ら
せ
鷲
羽
山
へ

向
か
い
ま
し
た
︒
瀬
戸
内
海
を
一
望
す
る

景
色
は
︑
正
に
絶
景
の
一
語
に
つ
き
ま
す
︒

私
の
後
ろ
か
ら
も
同
様
に
︑﹁
こ
れ
は
見
事

や
！　

気
持
ち
え
え
わ
！
﹂
と
関
西
弁
の

歓
声
が
聞
こ
え
ま
し
た
︒
見
る
と
点
在
す

る
小
島
を
横
目
に
︑
多
数
の
タ
ン
カ
ー
が

航
行
し
て
い
ま
す
︒
遠
く
高
台
か
ら
見
る

タ
ン
カ
ー
は
静
止
状
態
の
よ
う
で
︑
ま
る

で
一
幅
の
絵
の
如
く
で
す
︒
温
暖
な
気
候

に
恵
ま
れ
た
瀬
戸
内
は
︑
何
度
訪
れ
て
も

飽
き
ま
せ
ん
︒
▼
そ
の
児
島
に
近
い
倉
敷

の
メ
イ
ン
で
あ
る
堀
割
は
︑
沢
山
の
観
光

客
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
︒
そ
の
脇
道
に

入
る
と
新
し
い
お
店
が
軒
を
並
べ
て
い
ま

し
た
︒
特
に
ジ
ー
ン
ズ
関
連
の
お
店
が
沢

山
進
出
︒
ジ
ー
ン
ズ
素
材
の
ス
ー
ツ
は
︑

斬
新
で
着
心
地
が
抜
群
で
し
た
が
︑
高
額

の
値
札
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
︒
仕
事
着

の
ス
ー
ツ
と
し
て
着
用
す
る
に
は
敷
居
が

高
く
︑
購
入
は
断
念
し
ま
し
た
︒
▼
倉
敷

と
い
う
と
︑
仕
事
を
通
じ
て
親
交
の
あ
っ

た
今
は
亡
き
行
政
の
元
職
員
を
思
い
出
し

ま
す
︒
彼
は
︑
東
北
出
身
で
私
と
同
年
齢

で
し
た
が
︑
仕
事
上
で
は
口
角
泡
を
飛
ば

し
て
︑
随
分
と
激
論
し
ま
し
た
︒
あ
る
研

修
を
岡
山
県
で
開
催
し
た
翌
日
の
土
曜
日

に
︑
そ
の
方
と
偶
然
に
倉
敷
で
出
く
わ
し

ま
し
た
︒
彼
は
︑と
て
も
柔
和
な
顔
で
︑﹁
ど

う
も
昨
日
は
お
疲
れ
様
で
し
た
︒
白
壁
の

町
並
が
と
て
も
素
敵
で
す
ね
﹂
と
談
笑
し

た
の
を
記
憶
し
て
い
ま
す
︒
そ
の
後
︑
彼

は
出
向
を
解
か
れ
出
身
の
行
政
機
関
に
戻

っ
て
間
も
な
い
５
月
の
連
休
中
︑
仕
事
中

に
不
慮
の
事
故
で
帰
ら
ぬ
人
と
な
り
ま
し

た
︒
三
姉
妹
を
遺
し
て
の
早
世
︑
ま
だ
40

代
後
半
と
い
う
若
さ
︒
葬
式
で
は
涙
が
止

ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
︒
▼
そ
の
方
と
は
︑

５
月
下
旬
に
静
岡
県
で
乾
杯
の
約
束
を
し

て
い
た
の
が
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
︒
倉
敷

の
堀
割
の
ア
ー
チ
橋
を
見
る
た
び
︑
橋
上

で
交
わ
し
た
あ
の
時
の
笑
顔
が
︑
あ
の
時

の
会
話
が
甦
り
ま
す
！ 

（
山
崎
薫
）

こ
ち
ら
広
報
室
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株式会社北関東運輸
会社所在地� 栃木県大田原市鹿畑 1081-5
資本金� 1,000 万円
設　立� 昭和 51 年 11月
従業員数� 59 人（うちドライバー43 人）
車両数� 53 台

　

㈱
北
関
東
運
輸
は
︑
首
都

圏
へ
の
青
果
物
や
花
卉き

輸
送

な
ど
を
手
が
け
る
ほ
か
︑
栃

木
県
北
地
区
の
生
産
者
に
対

し
て
︑
肥
料
や
農
薬
と
い
っ

た
Ｊ
Ａ
購
買
品
の
輸
送
を
行

っ
て
い
る
運
送
会
社
で
あ
る
︒

　

さ
て
︑
同
社
に
お
け
る
社

員
の
健
康
づ
く
り
の
歴
史
に

つ
い
て
み
て
い
く
と
︑
平
成

18
年
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ

と
が
で
き
る
︒
こ
の
年
︑
同

社
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
死
亡
事

故
を
引
き
起
こ
し
た
の
で
あ

る
︒

　

事
故
発
生
以
前
︑
同
社
で

は
長
距
離
輸
送
も
多
く
行
っ

て
い
た
︒
そ
の
た
め
︑
実
情

と
し
て
は
︑
改
善
基
準
告
示

で
定
め
ら
れ
て
い
る
﹁
１
か

月
の
拘
束
時
間
最
大
２
９
３

時
間
﹂
を
遵
守
す
る
こ
と
が

難
し
か
っ
た
︒
し
か
し
︑
同

社
で
は
死
亡
事
故
の
発
生
を

受
け
︑﹁
会
社
と
し
て
の
あ

り
方
を
見
直
し
︑
長
時
間
労

働
を
少
し
で
も
抑
制
し
て
い

き
た
い
﹂
と
︑
労
働
環
境
改

善
に
動
き
始
め
た
︒
長
距
離

輸
送
か
ら
首
都
圏
へ
の
輸
送

に
業
務
を
シ
フ
ト
す
る
と
と

も
に
︑﹁
１
か
月
の
拘
束
時

間
最
大
２
９
３
時
間
を
徹
底

さ
せ
る
﹂﹁
４
時
間
連
続
運

転
し
た
際
に
は
30
分
間
の
休

息
時
間
を
設
け
る
﹂
な
ど
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
す
る
時
間

管
理
の
徹
底
を
図
っ
た
︒

　
﹁
業
務
の
進
め
方
に
対
し

て
は
︑
固
定
観
念
を
も
っ
て

は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
︒

長
時
間
労
働
を
解
消
し
︑
職

場
環
境
を
改
善
し
て
い
く
た

め
に
は
︑
時
代
の
変
化
に
即

し
た
管
理
の
仕
方
や
仕
事
の

方
法
を
取
り
入
れ
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
﹂（
石
塚
社
長
）

　

一
方
で
︑
同
社
で
は
10
年

ほ
ど
前
か
ら
︑
健
康
診
断
の

回
数
を
年
１
回
か
ら
年
２
回

に
増
や
し
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
に

対
す
る
健
康
対
策
に
取
り
組

み
始
め
た
︒
し
か
し
︑
か
つ

て
長
距
離
輸
送
を
中
心
に
乗

務
を
行
っ
て
い
た
ド
ラ
イ
バ

ー
の
中
に
は
︑
こ
れ
ま
で
健

診
を
受
診
す
る
機
会
を
逸
し

た
ま
ま
仕
事
を
続
け
て
き
て

い
た
者
や
︑健
診
の
結
果
﹁
要

治
療
﹂
と
な
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
︑
治
療
せ
ず
に
放
置

し
て
し
ま
う
よ
う
な
者
も
い

た
︒
そ
の
結
果
︑
健
康
を
損

な
っ
て
し
ま
い
退
社
に
至
っ
た

ド
ラ
イ
バ
ー
も
い
た
と
い
う
︒

　
﹁
運
送
会
社
と
し
て
は
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
が
健
康
で
な
け

れ
ば
︑
業
務
は
円
滑
に
回
り

ま
せ
ん
︒
一
方
で
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
に
対
し
て
は
︑
当
社
で

仕
事
を
し
て
い
る
間
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
︑
定
年
後
も
引

　
﹁
社
員
の
健
康
づ
く
り
に

関
し
て
は
︑
当
社
と
し
て
は

決
し
て
特
別
な
こ
と
を
行
っ

て
き
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
︒
当
社
と
し
て
は
︑
ド
ラ

イ
バ
ー
に
対
し
て
︑﹃
当
社
で

勤
務
し
て
い
る
時
だ
け
で
は

な
く
︑
定
年
を
迎
え
て
か
ら

も
引
き
続
き
健
康
で
い
て
ほ

し
い
﹄
と
の
思
い
を
も
っ
て
︑

人
生
を
長
く
健
康
な
状
態
で

過
ご
せ
る
た
め
の
取
り
組
み

を
進
め
て
き
ま
し
た
﹂
と
石

塚
社
長
は
語
る
︒

き
続
き
健
康
で
あ
っ
て
ほ
し

い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
り
ま

す
︒
18
年
の
事
故
を
き
っ
か

け
に
労
働
環
境
を
変
え
て
い

こ
う
と
努
力
し
︑
徐
々
に
成

果
が
出
て
き
て
い
ま
し
た
が
︑

改
め
て
ド
ラ
イ
バ
ー
の
健
康

状
態
を
良
く
し
て
い
き
た
い

と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
﹂（
同
）

　

同
社
は
29
年
４
月
か
ら
︑

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会

け
ん
ぽ
）
栃
木
支
部
が
行
っ

て
い
る
﹁
と
ち
ぎ
健
康
経
営

宣
言
﹂
に
参
加
︒
ま
た
︑
同

年
８
月
に
は
経
済
産
業
省

﹁
健
康
経
営
優
良
法
人
２
０

１
７
（
中
小
規
模
法
人
部

門
）﹂に
追
加
認
定
さ
れ
た
︒

　
﹁
様
々
な
安
全
輸
送
へ
の

取
り
組
み
を
積
極
的
に
実
施

し
︑
安
全
性
の
高
い
事
業
所

で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
目

印
と
し
て
は
﹃
Ｇ
マ
ー
ク
﹄

が
あ
り
ま
す
が
︑﹃
労
働
環

境
を
改
善
す
る
﹄﹃
社
員
の

健
康
へ
の
取
り
組
み
を
推
進

す
る
﹄
な
ど
と
い
っ
た
社
内

的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
︑

こ
れ
ま
で
一
定
の
評
価
基
準

が
な
く
︑
外
部
か
ら
は
評
価

さ
れ
づ
ら
い
と
こ
ろ
が
あ
っ

　
﹁
社
員
が
健
康
で
︑
安
心

し
て
仕
事
に
打
ち
込
む
こ
と

の
で
き
る
﹂
職
場
環
境
づ
く

り
の
一
環
と
し
て
︑
同
社
で

は
勤
続
10
年
以
上
の
社
員
を

対
象
と
し
た
保
険
制
度
を
設

け
て
い
る
︒
保
険
に
関
す
る

費
用
は
同
社
が
負
担
し
︑
社

員
が
勤
続
中
に
病
気
な
ど
で

働
け
な
く
な
っ
た
際
に
は
︑

当
該
社
員
に
対
し
て
保
険
金

が
支
払
わ
れ
る
︒
こ
れ
は
︑

同
社
が
独
自
に
行
っ
て
い
る
︑

﹁
就
業
不
能
保
険
（
所
得
補

た
と
思
い
ま
す
︒
し
か
し
︑

経
営
者
と
し
て
は
︑﹃
社
員

が
労
働
環
境
改
善
に
向
け
て

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

の
に
︑
外
部
か
ら
な
か
な
か

　

そ
れ
で
は
︑
同
社
に
お
け

る
健
康
づ
く
り
へ
の
具
体
的

な
取
り
組
み
に
つ
い
て
み
て
い

き
た
い
︒

　

ま
ず
︑
健
診
に
関
し
て
は

１
０
０
％
受
診
を
徹
底
さ
せ

て
い
る
︒
同
社
で
は
︑
健
康

起
因
事
故
を
防
止
す
る
と
い

う
観
点
か
ら
﹁
健
康
で
な
け

れ
ば
︑
仕
事
を
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
﹂
と
決
め
︑
健
診

未
受
診
者
は
乗
務
か
ら
外
す

よ
う
に
し
て
い
る
︒
ま
た
︑

健
診
結
果
の
活
用
に
も
力
を

入
れ
て
お
り
︑
要
治
療
者
に

対
し
て
は
医
師
へ
の
受
診
勧

奨
を
行
い
︑
治
療
が
済
む
ま

で
は
乗
務
さ
せ
な
い
よ
う
に

し
て
い
る
︒
糖
尿
病
を
患
っ

て
い
た
あ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
は
︑

健
診
に
よ
っ
て
ド
ク
タ
ー
ス

ト
ッ
プ
が
か
か
っ
た
た
め
︑

乗
務
か
ら
外
し
て
治
療
に
専

念
さ
せ
た
︒
そ
の
結
果
︑
現

償
保
険
）﹂
の
一
種
で
あ
る
と

言
え
よ
う
︒
一
般
的
に
は
︑

﹁
病
気
に
な
っ
て
働
け
な
く

な
っ
た
ら
︑
収
入
が
途
絶
え

て
生
活
で
き
な
く
な
る
の
で

は
な
い
か
﹂
と
恐
れ
て
︑
医

師
へ
の
受
診
を
た
め
ら
っ
て

し
ま
う
人
も
少
な
く
な
い
︒

し
か
し
︑
同
社
で
は
い
ざ
と

い
う
時
に
は
保
険
が
社
員
の

生
活
を
支
え
て
く
れ
る
の
で

あ
る
︒

　

ま
た
︑
先
述
し
た
﹁
糖
尿

病
を
患
っ
て
い
た
ド
ラ
イ
バ

ー
﹂
の
場
合
で
は
︑
乗
務
か

ら
外
れ
て
治
療
に
専
念
し
て

い
た
際
に
も
給
与
の
50
％
が

支
給
さ
れ
て
い
た
と
い
う
︒

　

社
員
へ
の
こ
う
し
た
支
援

策
に
よ
り
︑
治
療
中
の
ド
ラ

イ
バ
ー
の
生
活
が
大
き
く
傾

く
よ
う
な
事
態
は
避
け
ら
れ

る
の
で
あ
る
︒

　

同
社
が
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対

し
て
宣
言
し
て
い
る
﹁
健
康

で
な
け
れ
ば
︑
仕
事
を
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
﹂
と
い
う

の
は
︑
裏
を
返
せ
ば
﹁
健
康

な
ら
ば
︑
安
心
し
て
仕
事
を

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
﹂
と

い
う
こ
と
だ
と
言
え
よ
う
︒

同
社
で
は
︑
社
員
が
安
心
し

て
仕
事
を
続
け
る
こ
と
の
で

き
る
職
場
環
境
を
整
備
し
︑

社
員
が
い
き
い
き
と
仕
事
に

打
ち
込
め
る
よ
う
に
す
る
こ

評
価
さ
れ
な
い
と
い
う
の
は
︑

社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
低

下
に
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
﹄

と
い
う
危
惧
が
あ
り
ま
し

た
︒
社
外
の
方
に
当
社
の
取

り
組
み
を
理
解
し
て
い
た
だ

く
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
︑

﹃
と
ち
ぎ
健
康
経
営
宣
言
﹄

へ
の
参
加
や
﹃
健
康
経
営
優

良
法
人
認
定
﹄
の
取
得
を
行

い
ま
し
た
﹂（
同
）

在
で
は
治
療
も
済
み
︑
乗
務

に
も
復
帰
し
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対

す
る
健
康
意
識
高
揚
策
と
し

て
︑年
に
３
回
実
施
し
て
い
る

﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
研
修
会
﹂
の

中
で
︑
外
部
講
師
を
招
い
て

健
康
管
理
に
関
す
る
内
容
の

講
習
を
行
っ
て
い
る
︒

　

一
方
︑﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
に
無

理
を
さ
せ
な
い
﹂
た
め
の
就

業
体
制
の
見
直
し
も
進
め
て

い
る
︒
同
社
で
は
︑
年
間
休

日
を
１
０
５
日
（
土
曜
・
日

曜
休
業
）
と
定
め
て
い
る
ほ

か
︑
必
要
に
応
じ
て
有
給
休

暇
の
取
得
を
促
す
な
ど
︑
ド

ラ
イ
バ
ー
が
過
度
に
働
き
過

ぎ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
︒

ま
た
︑
週
当
た
り
の
勤
務
時

間
が
80
時
間
を
超
え
そ
う
な

ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
て
は
︑

乗
務
調
整
や
傭
車
の
手
配
を

行
う
な
ど
︑
過
労
状
態
で
の

乗
務
を
防
い
で
い
る
︒

　
﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
の
拘
束
時

間
を
削
減
す
る
た
め
に
は
︑

こ
れ
ま
で
の
仕
事
の
進
め
方

を
見
直
す
必
要
が
あ
り
ま

す
︒
ド
ラ
イ
バ
ー
が
早
く
帰

宅
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
︑

そ
の
分
だ
け
事
務
所
を
早
く

閉
め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
︒

当
社
の
場
合
︑
19
時
に
は
事

務
所
が
閉
ま
っ
て
い
る
こ
と

と
で
︑
社
内
を
一
層
活
性
化

さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
︒

（
取
材
協
力
）
㈱
北
関
東
運
輸

　

石
塚
讓
司
代
表
取
締
役
社

長
︑
齋
藤
信
幸
総
務
課
課
長

が
多
い
で
す
︒
早
く
帰
宅
す

る
こ
と
で
︑
睡
眠
時
間
を
十

分
に
確
保
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
し
︑
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の

充
実
を
図
る
こ
と
も
可
能
で

す
﹂（
齋
藤
信
幸
総
務
課
課

長
）

　

さ
ら
に
︑
同
社
で
は
ド
ラ

イ
バ
ー
の
﹁
こ
こ
ろ
の
健
康

づ
く
り
﹂に
も
乗
り
出
し
た
︒

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施

し
︑
評
価
点
数
の
高
い
﹁
高

ス
ト
レ
ス
者
﹂
に
対
し
て
は

フ
ォ
ロ
ー
を
行
う
よ
う
に
し

て
い
る
︒ま
た
︑点
呼
の
際
に
︑

管
理
者
が
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対

し
て
﹁
何
か
悩
み
ご
と
は
な

い
か
﹂
と
声
を
か
け
る
よ
う

に
す
る
な
ど
︑
日
々
の
ド
ラ

イ
バ
ー
の
ち
ょ
っ
と
し
た
変
化

　

さ
て
︑﹁
と
ち
ぎ
健
康
経

営
宣
言
﹂
参
加
と
﹁
健
康
経

営
優
良
法
人
認
定
﹂
取
得
に

よ
り
︑
同
社
に
は
様
々
な
メ

リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
と
い
う
︒

　

ま
ず
︑
多
く
の
ド
ラ
イ
バ

ー
が
健
康
を
保
つ
こ
と
で
︑

企
業
の
生
産
性
が
高
ま
っ
た
︒

同
社
で
も
︑
風
邪
な
ど
で
欠

勤
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
が
少
な

く
な
っ
た
と
い
う
︒
協
会
け

ん
ぽ
か
ら
は
健
康
づ
く
り
に

関
す
る
様
々
な
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
が
寄
せ
ら
れ
る
ほ
か
︑
冬

に
は
風
邪
予
防
の
た
め
の
マ

ス
ク
の
支
給
も
あ
っ
た
と
い

う
︒
こ
う
し
た
も
の
を
上
手

に
活
か
し
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の

健
康
増
進
に
繋
げ
る
こ
と

で
︑
企
業
の
リ
ス
ク
管
理
が

よ
り
効
果
的
な
も
の
と
な
っ

た
︒

　

ま
た
︑
健
康
づ
く
り
を
推

し
進
め
る
企
業
に
対
す
る

﹁
社
会
的
な
評
価
の
高
ま

に
も
気
を
配
っ
て
い
る
︒

　

健
康
起
因
事
故
の
引
き
金

に
も
な
り
か
ね
な
い
生
活
習

慣
病
を
予
防
す
る
た
め
に

は
︑
定
期
的
な
運
動
が
欠
か

せ
な
い
︒
同
社
の
場
合
は
手

積
み
・
手
下
ろ
し
作
業
も
多

い
こ
と
か
ら
︑
腰
痛
を
防
ぐ

た
め
に
も
ス
ト
レ
ッ
チ
を
積

極
的
に
取
り
入
れ
て
い
る
︒

　

喫
煙
や
飲
酒
と
い
っ
た
生

活
習
慣
を
改
善
さ
せ
る
こ
と

も
︑
生
活
習
慣
病
予
防
に
は

有
効
で
あ
る
︒
ま
ず
︑
た
ば

こ
に
関
し
て
は
︑
同
社
で
は

ド
ラ
イ
バ
ー
の
過
半
数
が
喫

煙
す
る
一
方
︑
た
ば
こ
を
吸

わ
な
い
社
員
も
少
し
ず
つ
増

え
て
き
て
い
る
︒
そ
こ
で
︑

受
動
喫
煙
防
止
の
観
点
か

り
﹂
も
無
視
で
き
な
い
︒
健

康
へ
の
取
り
組
み
を
社
内
外

に
対
し
て
明
確
化
す
る
こ
と

に
よ
り
︑
優
秀
な
人
材
の
獲

得
や
人
材
の
定
着
率
向
上
に

も
繋
が
っ
て
く
る
︒
同
社
で

は
︑
29
年
４
月
に
﹁
健
康
宣

言
書
﹂
を
策
定
し
た
︒
健
康

宣
言
書
で
は
︑﹁
社
員
が
心

❖
死
亡
事
故
が
労
働
環
境
改
善
の
き
っ
か
け
に

健
康
対
策
も
加
速
さ
せ
て
認
定
を
取
得

❖
乗
務
よ
り
も
「
受
診
・
治
療
」
を
最
優
先
に

働
き
過
ぎ
を
防
ぐ
た
め
就
業
体
制
を
見
直
す

第
７
回  

株
式
会
社
北
関
東
運
輸（
栃
木
県
大
田
原
市
）

　

従
業
員
が
健
康
に
働
く
こ
と
の
で
き

る
職
場
づ
く
り
は
︑
会
社
の
事
業
を
継

続
さ
せ
て
い
く
た
め
の
最
も
重
要
な
取

り
組
み
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
い
え
ま
す
︒

し
か
し
な
が
ら
︑
労
働
者
の
健
康
を
巡

る
状
況
を
み
る
と
︑
近
年
我
が
国
に
お

い
て
過
労
死
等
が
多
発
し
て
大
き
な
社

会
問
題
に
な
っ
て
い
る
な
ど
︑
職
場
に

お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
や
過
重

労
働
に
よ
る
健
康
障
害
防
止
対
策
は
︑

我
が
国
に
お
い
て
重
要
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
︒

　

そ
こ
で
︑
本
企
画
で
は
﹁
健
康
職
場

づ
く
り
﹂
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
運
送
事
業
者
の
事
例
な
ど
を
紹
介
し

て
い
き
ま
す
︒
今
回
は
︑
栃
木
県
大
田

原
市
の
株
式
会
社
北
関
東
運
輸
（
石
塚

讓
司
代
表
取
締
役
社
長
）
に
お
け
る
取

り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
︒

いきいきと働くことのできるトラック運送業界を目指して

「
健
康
で
、
安
心
し
て
仕
事
を
続
け
ら
れ
る
」
職
場
に

労
働
環
境
改
善
と
健
康
対
策
を
両
立
さ
せ
て
社
内
を
活
性
化

「健康職場づくり」
  事 業 者 訪 問

❖
健
康
対
策
が
経
営
面
で
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
む

取
り
組
み
姿
勢
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
「
宣
言
書
」

❖
会
社
独
自
の
「
就
業
不
能
保
険
」
を
導
入

治
療
に
専
念
す
る
社
員
の
暮
ら
し
を
支
え
る

ら
︑
事
務
所
の
外
に
喫
煙
所

を
設
け
︑
事
務
所
の
分
煙
化

に
踏
み
切
っ
た
︒
飲
酒
に
関

し
て
も
︑
こ
れ
ま
で
に
紹
介

し
た
様
々
な
取
り
組
み
に
よ

っ
て
ド
ラ
イ
バ
ー
の
健
康
意

識
が
向
上
し
た
こ
と
で
︑
飲

酒
率
は
近
年
低
下
傾
向
に
あ

る
と
い
う
︒

身
と
も
に
元
気
に
働
く
こ
と

こ
そ
が
財
産
で
あ
り
︑
快
適

な
職
場
を
作
る
こ
と
が
企
業

の
使
命
で
あ
る
﹂
と
︑
健
康

づ
く
り
の
重
要
性
を
明
記
し

て
い
る
︒
健
康
宣
言
書
は
事

務
所
の
目
に
つ
き
や
す
い
場

所
に
貼
り
出
す
と
と
も
に
︑

同
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
し
て
お
り
︑
同
社
に
お
け

る
健
康
づ
く
り
へ
の
姿
勢
を

社
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
も

の
と
な
っ
て
い
る
︒

　協会けんぽの健康宣言事業と連動した「自治体による表彰制度」や「地
方銀行・信用金庫等民間企業による低利融資」など、従業員の健康増進
に係る取り組みに対してインセンティブを付与する自治体や銀行、機関が増
加している。インセンティブの内容については地域によって異なるため、協
会けんぽ各支部のホームページを確認いただきたい。

健康経営推進に対する
インセンティブ付与が
増えています！

石塚　讓司
代表取締役社長

点呼の際にもドライバーに対する健康への意識付けは欠かさない

「ドライバー研修会」では健康に関する内容も盛
り込んでいる

「
と
ち
ぎ
健
康
経
営

宣
言
証
」
㊧
と
「
健

康
経
営
優
良
法
人
」

認
定
証
㊨


